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制
.度

W

な

る

。
：

：

：
如

何

§̂'
货 

幣

制

取

..及

び

偾

値

單

位

の

W

槪
.
念
，，は

；
'

先
づ
浓

一

U

純
然
：た
る
鉍
濟
の
、範
疇
：
，に

.
風：す；

.る

.
も
の
で
あ
る
：
。

.
'
.
こ
れ

等
：：

がー：
法，

.律
i

の
制
度

 >

 

な 

る
に
及
ん
で
、初め

.
て
货
幣
制
度
は
本
位
制
度
、

«

'値
單
位
は
本
位

‘
軍
位

w

な
る
の
で
あ
る

」

。

(Karl: 

Elster : 

Die Se le des 

Geldes, Jena 

1920. 

s. 

2I2-J3.).

(

ニ
.'} Karl HelfTerich : 

Geld und. Badkeu. 

I. Teil: D
a
s

 

Geld, 6. 

A
utb
.
,

【

2.
で

VO
2
3
'

S. 

4
1
2
、.'.

(

三)

モ
ル
は
、こ
の
分

0 
^

同
棧
の

:

マ/

を
準
備
本
位
制
庇

(
D
e
c
k
u
n
g
s
w

PIh'rung)

及
び
人

0

的
本
位

 

拙

^

r
K
u
n
s
t
w
a
h
r
g
g
v

~r
i 

沄
ふ
語

を

以
て
表
，は
し
て
妨
る

。

w
r
u
n
o

 

M
-
H

 : 

D
i
e

 

Inodernc-P G
e
M
t
h
e
o
r
i
e
n

 

§d 

w
a
,

 

lirungssysteme, 

2
. 

A
c
s
.
, 

Stuttgart' 

1926'.” S. 

2
6

 

參
.
照。

r 

s

こ
れ
は
た

 

'
金
ホ
，位
制
度
が
本
位
制
度
：の分類卜一

-
何
れ

.の

.
邵

0

に，

M

す
る
か
を

 

一̂

し，て

 

W-
る
丈
で
あ
つ
て
、其

3T
C

要
.
の
程
度

w

 

ふ一意。味
で
、な
い
こ

ミ

は
言
ふ

'ま
で
も
な
い
。

ま
た
禅
本
位
，剕；度
以
外
の
も
の
も
、そ
れ

^

-
細
分

' 
さ
る
、
が、それ

.は

.
兆
部

.，分

を

述

ぶ

る

に

0

 

つ
て
示

■
す
笞
で
あ
る
。

：

 

，

:

二
 

▲
，
本
偉
制
度
の
章

_

前

項

の

所

述

ょ

，

4
明

‘か
で
あ
.る
糠

^
、
余

本

：
位

：
職

度ビ

は
，
其
制
度
の
採

.用
す
る

-*

幣
儇
値
办

 

堪

：位

が

：金

0 ,
愤

«

ビ

.等

惯

：
_

係

'私

維

：持

す

み

ミ

”
^
^
 ̂

で

あ

-
み
。
，

乙

の 

意

義

：は
：傘

本

位

.制

度

.を

廣

：ぐ

解

«

し

て

居

る

の

で

'
あ

？

i

ち

乙

れ

P

#

へ

.ば
、成

.る

本

位

：酬

 

度

の

：
' 愤

値

取

位

即

’
ち

計

算

1
# :
が

金

h
:の
：惯

傭

ど

.
等

偵

-
の
，關

'係

を

.保
，持

す

る

.な

ら

喊

之

を

以

て

笫
二
十

II

卷

(

一.
三
丄
ハ1

0

金

本

#

制

輿

の

现

論

的

砚

究

 

.
饿

モ

號 

八
^



ぺ

鈈
~-

7~
ニ

卷

(

，
フ
_
.
.
ニ
六
：二)

：.金
，本
^
邾

敗

0 '
姻

論

的

硏

：究
：

 

第

■ド
號
 

W

金

本

#

®
4

ヒ
输
す
，る
を

®

ら
な
い
の
で
あ
る
，。

從

；つ
て
金
を
以
：て
爾

#

ビ

す
る
鑄
貨
：の

Jf 

在

如

何

^
'如
含
は

.；敢
て
問
題

I

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
而
，し
て
マ
ッ
ハ
ル

I

ズ(Fritz 

M
a
l
p
)

 

が「

貨

幣

.單
位

'ど
金
：VJ.

の
問
ド
愤
へ
値
の
述
絡
を
有

.す
る

•本
‘
.位
制
度

_は
.■•金
本

.位

.制
度
ビ
稱
せ
ら
る 

、
.
‘
.
；
：

v
貨
幣
躍
位
が
き

k

資
.し

て

-
赛

が
何
等
か
の
方
法

^

依.
命
て
：顧
；保
：

_

る.
ん

：
ヒ

云

'
ふ乙
ビ

以

上

に

、
金

本

位

制

责

ビ

り

て

本

質
 

的

の

ミ

ど

は

な

い

」

C

V V
J

述
ベ
、又
グ
レ
ゴ
リ
ィ

(

H, 

w. 

G
re

g
o

ry
)

が「

貨
幣
の
 

一
m

位
が
金
の
一 

定
量
ど
等
價
關
係
を
傷
持
す
る
樣
ド
紺
立
て
：ら
れ
た
貨
幣
灿
度
；が
金

#

位_

度
'
で.
あ
る

』

ヒ
コ 

ど
言
つ
て
厨
る
の
は

‘
卒
_

ほ

こ

の

廣

義

の

說

ぢ

表

明

し

た

も

の

で

あ

る

.。

然
る

R
從
來

金

本

位

制
度
の
問
題
を
取
极
つ
た
著
述
家
の
多
く
は
、之
を
斯
く
廣
義

R
は
解 

料
せ
ず
採
る

.̂(:
,«
だ

狹
義
：の
定
證
.，
?:
以
七
し
て

^

姿
。
即
ち

'金
本
，
位
，制

'度
'

V
J

は
、j

國
内

^

冷 

V
て

伽

R
法
貨

ビ

レ

て
の
資
格

^J.

有
し
且

0 

_網
鋳
造

.

の
. ：

許

•さ
‘る
、
所
の
：所
綠
，本
^
貨
胳 

が
金
f

作
ら
る
、
貨
幣
制
度
で
あ
る
ビ
云
：ふ

.が
；如
き
說

(

で
あ
る
。
而
し
て

*
本
質
を
分
.析 

し
て
例
へ
ば
ノ
ガ
ロ
ー

(
Bland N

l
r

0
3

ォ
ブ
ス
ト

(

？
ひ
碎
〇
霞

)

.爾
家

0
如
，く

0
1
0
、金
本
位
制 

度
の
下
に
於
い
て
は
、金
以

®
由
鋳
造
及
び
由
凼
輸
出
；七
許
さ
れ
、且
つ

,金
讀

'の
I
が
無
制
限
法

-

.

.

..
■-f
i
l
l- 
.
. 

_ 

-
—
-
i
- 

i
- 

--
_•
邏.

I
. 

-- 

- 
.
- 

- 

■■

-==„-
-

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

貨：

換
言
す
れ
ば
如
何
，な
る
金
糊
の
支
狒

W

K
も
-
合
.
.法
：
»

幣
.

ど
し
て
用
ひ
ら

.
る
、
資
，格.が
與
へ
ら 

れ
.
て
居
る
、
«

及
，び
其
他
の
金
壞
ょ

6

成
る
貨
幣
は

_

袖
.助
：貨
幣
ど

.

.し
て
の
み
用

‘
ひ
.
ら
れ
：る
沄 

.々
^

0

い
て
居
る
？
而
し
て

.
此
.種
論

.
者
：の

.
說
.，を
修
れ

V

前
.
.記
の
：
廣
へ
義
'
の
說
：■は
：金

本

位

：制

度
^
 

對
す
る
解
釋
の
甚
だ

®

慢
な

.
る
も
の
で
あ
つ
て
、或
る
本

'
:位
'
制
度
が

4

本
.
位

制

度

ど

し

て

保

•有 

.
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
要

•件
を
缺
く
も
の

ノ
レ

觀
る
。
從
っ
で
或
る
本

#*

制
度
せ
於
い

.
nr
fe

令
:y

ハ
 

貨
幣

VI
I

位
が
金

.の：

一：定

f

等
.愤
II

係
^

*

.
持
し

V

 

P

て
も
、斯
る
金
ょ

P

響

：本

#

貨
幣
'が 

存
在
ぜ

S

場
合
化
は
：，
之
を
金
本
他

_

度

ギ

は

：
別

補
©.
%:
■の
-

看

做

じ
^

ン
惟
ふ
化
こ
の
主
張

.
の
述
べ
て
思

'.る
所
は
，そ
れ
丈

)

の
範
阑

.
R
於
.S

.
て
ば
決
し
て
誤
謬
で
ば
な 

s

>

又
昔
の
本
位
問
题
ば
斯

#

な
狹
義
を
以
て
滿

M,

f
る
程
^
純
で
あ
つ
た
ビ
考
ぺ
ら

る

、 

が
、併
し
ラ
ゾ
ス
ブ
タ
ク

(A
tfl.e

d
,  L

a
n

s
b

u
rg

e

の
1

言
'ふ
如
•
ぐ
S

.'今
玲

な
つ
て
ゐ
る
。：
而
し
セ

乙

の
說
を
以
て
し

七

は

_

.

今

丨

ー般
ぽ
金
本
隹
躺
度
ビ

,

« '
ハ

る

、
所
謂

.. 

金
塊
本
位

制

.
度
1

2

.
包
含
：し
得
な
い
ど
同
時

'
^
、前
®.
_

槔
摘
：
_

だ
貨

0

の
素

#

無
視
.
の
#
 

猢
を
.
^'.
.

^
れ.
揭
^

v>
パ
で
あ
ら
.ぅ 

' 

■、

:
:

又
金
本
位
制
度

:̂

は
货
幣
取
位
化
充
て
る

®

_

a

a

の
傘

_

犖
を
供

_
て
.
す
：岑
ぇ
せ
を
法
ヾ

笫

ニ

卞

ニ

卷(
一

三
六
一
5

金

本

位

制

族

の

现

論

的

&

海 

：笫

屮

號 

八
九

；S i ^



:
ノ 

f

十

二

卷
2
H

六
四)

金
本
位
.制
度
の
理
論
敗
硏
究 

第
：十
號 

九
0

律

上

規

：定
、し
た
'
貨

幣

制

度

で

あ
5=W

說
く
人
々
■
が

あ

る

。

弟

ネ
^

ネ

マ

7 ,
^
§

&

穿
> 
の

如
& 

ば
‘

れ
で
、

「
こ

の

名

辭

(g
o

ld
sta

n

pua
rd

)  

■は
、
一
國
^

通

：：貨

：
が

法

律

上

一

1

# ;「

«
_
.

の
：
金
^
':
:
鱗
い
て 

ゐ.
る
乙

w

を
、*

味
し
て
ゐ

§

述
べ
て

.

ゐ
る
.
S)

Q

こ
の
.
說
は
、各
國
が
金
本
位
制
度
の
樹
立

 ̂

當
つ
て
先
づ
貨
幣
の
軍
位
を
定

：

め
、
^

れ.
が
金
份

'幾
'
何
量
自

k

K

t

す
る
.
’か

を

明

：か

な

ら

し
め
 

て

居

る

ど

の

事

實
k 
M 
<

も
の
：
で
於

つ.

て
、其
範
' 
園

は

前

の

定
.
義

ょ
A

も
廣
い
。
併
し
乙
の
定 

義
も
亦
前
一
者
ど
同
樣
レ
貨
幣
の
素
材

^

重
：_

を

#

く
所

g
:金

：：

屬

泰

義

^
岸

か

ら

出

«

し
て 

居
る
‘：も

の

で

あ

る

が

：、吾

人

は
.
本
位
制
度
：の
本
質

.
'釔_

« :
^.
法
律
上
が
ら
の

.
み

親

察

す

を

の
：：

要
' 

は
な
い

£

考
へ
る
。
加
之

.
此

說

ば

、前
，の.
定
義
を
採

.
る
論
：者
か
ら
も
不
十
分

.
だ
ビ

の
非
猶
が
如 

へ
ら
る

'
、。

W

ち
貨
幣
取
位

.̂

若
干
量
目
の
金
を
充
て
る

乙

€

を
«

«

し
/2
:
貨.
幣

卿

度

：が
パ
金 

本

位

制

度
^

ど

述

べ

た

：:*
で
«

、金
：貨

.̂

對

ず

る

自
'
由
：
.
鑄.
造

乾

奋

處

务

ど

；S
:

ふ
：金

本

位

刺

度
.
の
'
 

興

件

を
.
缺

如

し

て

居

る

：
.V

J

主
m

し

得

ら

れ

，る

の

で

；あ
る
：。
：「

» :
處
：で
例
-
へ
WS
ジ
ャ
ク

(

p
 

H
. 

Ja
c
k

)  

は
、金

本

位
«

度
の
本
質

.
は
¥

代

計

參

の

取
m
 
^
 

^
 

^
 

0

,
«
 
0
^
で
あ
幸
ミ

.
云
'
 

ふ
激
に
存
し
、其
金

.
の
*
_

は
金
貴
で

.
あ.
る.

ど
_

ミ
ヒ
間

_

« :,

でV」

爲
，.
し

、
而
一
し
：
て

；
金

.
本

：俄W

度 

翁
兵
の
要
例
ビ
し
て
第

.

一.

ゆ
計「

算
軍
位
が
一
.
定
量
へ
目
の
余
^

ぁ
-る
乙

ど
，第M

—

は
"
金

.貴

以

外

の

ぃ

貨
幣

(

紙
幣
を
含
む

)

が
要
求
：ド
應
じ
て
金
は
交
換
さ
れ
得
べ
台
乙

5

:

1

三
は
金
^
對
す
る 

s
l.

ffl

市
場
た
る
ベ
き

M
k
、換
言
す
れ
ば
耍

-
求
に
應
：じ
て
：金
貨
は
金

*

に
、又
逆

R

金
塊
は
金
貨 

に
交
換
さ
れ
得
る

.
Z V」

及
び
金
.
は
鐵
貪
の
形

^

於
い
.
て
も
金
、鹰
ビ
し
て

i

l«
碍
な
く
輸
出
入 

さ
れ
得
る

乙

ビ
、を
擧

S
:

て
：
ゐ
る
ハ
六
 >。'  

要
す
る
；

K.
余
屬
主
義

：

的
の
.
考
へ
方
か
ら
出
'發
す
れ
喊
例 

へ
ば
或
る
論
者
の
如
く
、貨
幣
の
职
偉
を
し
て
佘
の

sf
c

る 

一
$
分
量
客
價

«

ド
一
於
い
て
，
等
た 

ら
し
む
る
の
が
金
本
：位

'制
度)

だ
ビ
定
義
し
て

%
£ 
‘の
，制
度
の
，有

'ず
ベ
參
律
要
相
を
择
げ
て

S 

局
こ
の
宛
義
の
適
用
範
圍
を
狹
ば

.
め
て
了
ふ
の
で
あ
る
。

.
力M
ッ
セ
ル

C
G

U
S
ta

n
o

a
sse

l)

は
W

ぅ 

述
，、ベて
居
る
、

「

佘
は
，金
本
位
制
度
を
以
で
或
る

1

考
暈

'の：_
傘
が
«

値
の
：碼
位
ヒ
な
ら
て
ゐ
：る
.本 

位
制
度

^

ノ
し 

R
、金
の
«
格 

じ
て
表
は
じ 

合
で
あ
る

’f

し

力
が
金
の
を 

V
J

の
：言
.
?:
す

^
 1 j 
M
 

】 
一
 

#
 

,
一
 

』

~ 一
 

? 3 
V 

>
3
 

-
y
- 

J

1 
1
7
 

t
i 

( 
3 
1 
i -
-
-

言
ふ
0
 

0

V
/維
持
し
得
ざ
る
も

0,
ど
し
て
拋
雍
し
た
。
而
し
て
を
れ

k
代
ふ
る 

が
或
る
狹

S

限
界
内

k
於
い
て
決
；定

3
る
、
所
の
本
位
制
度
を
、金
本
位
細

&
,ヒ、
 

た
^
。
.而
も
彼
は
ピ
の
事
は
金

.本
位
：制
度

」

が
自
申
な
義
本
位
制
度
の
特
殊

‘のー
«

の
考
へ

k

±;

で
寒
い
た

:
レ

言
ひ

s

v >

結
P

局
、「

金
本
位
制
度

S

は
、貨

#:

單
# :

の
購

1
 

れ
ビ
事

W

K

一
 

致
す
る

S

R

統
制
.
さ

れ
て
ね
る
紙

«

本
#

制
；度

に

外
な

ら
ぬ

」

f 

>

 

ら
爲
し
て
居
る
。

 

>

C
1

三
六
五)

金

本

位

制

肱

の

规

論

的

硏

究
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十
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f
十
二
卷

c
r
l
一六六y

金本柄制

§
:議
的

_
 

第十

.號
' 

lli 

.
勿
論
金
本
位
制
度
は
：前
，述

の
如
く
抱

_
な
本
位

a
度
で
：は
な

.

.
く
、貨

#
0:
:傑
.値
，取
位
が
，金
の 

债

値

ご

1
致
す
る

«
代
仕
組

'域
れ
た
貨
，幣
制
度
で
あ
る
が
、貨

傘

@
,價
«
堝
位
^
金
の
一
定
量 

0

«

«

VJ
の
•尚
R

t
fe
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；
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落
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又
も
れ
以
下

k

下
落
し
得
ず
、兩

.
者
は
常

^
ヒ
致
.
せ

ざ

る

を

；得
,

0

で
；あ

る

。
：
乙

の
W

者
：が
：
 

常_

1

致
す
る

Z

ミ
は
郝
知
貨
幣
の
價
値
軍
位
が
之
も
表
示
す
る
金
：の
：

1
:定
量
の
地
金
價
格

笫

ニ

十

二

卷

(
1

三
六
九

> 

全
本
位
制
度
の
理

I

研

究

.
パ
 

’

m+
號 

九
^

s i *



笫

ニ±
!
:卷
'

2

:--
-
‘：
七0

>
金
木
位
制
.度
^

3
1
.
的
研
究 

0

$
 

九
九
：

等

«

關

係
：：

を
■腺〗

#
:す

る

乙

,

考
示
し
て
居
る

.の
で
あ
る

v

 

以
：上

は

福家
：.

が
.本
：位

«

#

»
造
；請

*

考

此

對

し

_て
.手
數
料
を
徵
收
し

ぶ

'
'l
r

場
合
で
あ
る
が
、
 

若
し
若
干
の

#

造〔

刺
が

*
:課
_

る 

> 
場
合

^

は
.、货
幣

.の

.
®
‘値
は

‘其
鐵
造
料
だ
け
埤
佘
侦
^
ょ 

6

高

«

k

:

..e
久
地
傘
の
：市
場

■偾「

格
、は

‘
*
範

,|
1

内

^
.

於
：，s

て
上
下
す
る

i
 

、
な
：る

.
o
從
つ
て 

此
場
合
ド
难
貨

:«
の

愤
'

値
；：

學
位

.
<£
金
の
：债
：
.
*

■€.

の
.
.ff
l

iw
は
.眞
の
：
■

«

_

#
が

:#
持
，斧
れ
：得

逢 

s
o _
故

k

多
.く
の

'_

は「

掏

ft
鑛
造
：を

許

す

.«
合

^

:;
»

無
'手

«

料

主

_

枝

侬

々
、又

：.

之

を

願

課

：す 

る

W

R
於

S

て
も
甚
'だ
，輕

«
.、で

あ

る

か

ら

、貨

：
:«
?

地

#

ミ
，
の
ノ
間
-

賴̂
：け
：る
.價

«1
^
着

.違
：は
.
i

, 

の
制
度
；の

鄭

用

0

支
：_

を(

生

ず

る

ほ

^

軍

大

で

な

^

,°
: 

, 

r 

' 

.

,
:

0
k.

金
貨
以
外
の
通

*

例
.
へ
ば
«

銅
等
ょ

^

成
；る

_

助

«

幣
は
：：傘

貨

，
:̂
の

®
,換

が

.許
さ
れ 

ぬ

ど

し

て

.も
、國
：家
，が
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す
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て
ね
る
。
而
し
て
こ
の

.模
範

，
.
的 

金

貨

流

、通

國

で

あ

つ
た

.英
杏

利

长

於

：s

て
も
、他

，の

き

國
k

於

け
る

ど
同

#

:冷
兌
換

.
紙

幣

'技
對 

し
て
全

®

の
金
準
備
を
有
し
て
.居
ら
な

か
つ

た
こ
ど
、國

衫

依

0
て
ゆ
觎
を
も
準
跗
^
如
へ

た 

乙

ど
、或
は
英
吉
刺
、獨
乙
：等

^

於
い
て
は

/
ぐ
の
兌
換
輪
幣

K

も

無

翁

限

；捧
貨
-
の
資
格
：を
附

：與
し 

^

乙

マ

」

等

の
理
申
を
以
七
、純
眞
な
金
貨
本
位
_

度

«

未

だ

嘗

；て
；存
.
在

，し

，た

こ

ビ

が

な

S

ど

論

 

ず
る
者
も
あ
る
が
、其
實
質

k

於

%

て
は
：何

：等
變

'る
；所

が

な
い
'0
で
，あ
へ
る
か
ら
、金
貨
％

位
_

度 

は
®
*
' 

さ

れ

て
< 0
/ 2

-̂
の
^
 

0
 

て

著

東
5

%

 
o

mj
;
し
て
：.初

如

：伞

本
#:
'

制

：]|
£
:
-
の

時

代
k

#

li
I

co 

«
立
せ
ん
ど

■

し
た
も
の
は

‘
實
^

乙

.の
金

.
貨
本

‘位_

度

，
で.あ

0;
た
:0
で.
务
^

例
へ
ば

.
十
九
；
 

世
紀
の
後
半

以
後
獨

乙
、瑞
典
、諾
威
、露

! !
®

、換
甸
_

和
1 )
、北

来

合

衆

本

等

は

皆
：：

こ

笫
二
：十

二

卷.(

i
:H
七

.一)

金

.本
位
制
度
：
の
糊
論
：的
研
究
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準
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浓.
二
士r

卷

(

ニ
”一
七3

:

命
本
：蕾
谗
の.
规
論
的
嚣
、
 

第
十
！
！
.

九
八 

の.
制
：度
樹
立
の

.
S

袴
努
為
し

.

^
の「

^

^ :
タ
枝
。

.
併

し

な

：が

ら

：こ.
れ
#

課

：國
，̂

中
坎
較

_

多「

額 

の(

'
金
”貨
の
機
通
じ

/?_

は
诵
界
：大
戰
前
僅
か

^

荚
吉
列

_

21
、«

11
西
等

^

« :
國
を
”數
へ
る
代 

止
：
t

久
、他

Q
諸_

は
.
哥
が

'
日.
本.
は
0

た.
や
ぅ

k
 

#
寫
の
缔

.

1
し「

奪

^

■#
本

：
位

制

；
度

：
の

_

で

ぁ

： 

つ
た
.

而
も

埤
界
太
戰
は
ミ
れ
等

.
金
貨
流
：通

i
:
k
於
け
る

y

金.
貨
：を
滩

®

場
« !
ょ
々

引
上
.
_

し
：
 

む
る
.

k
至
，.
り
た
'
か
ら
、获
代
貪
ふ
所
の
金
貨

'本
位
制
度

0
ー
_

«$
现
：：
*

存
在

「

レ
な
い

v

言
は
な
け 

れ
，ば

.

^
ら
な

K

B

:

 

• 

^
.

從
：來
金
本
位

M

度
i

一日；
へ
ば
、直
ち
k

無
制
.

限
：：法
«
^

資

格

髮

有

レ

藥

：^_
_

鑄

摄
0 .
:
f 

る
、
>

 

金
'

貨

の
f

 

‘
流
通
•す

る

貨

幣

制

.度

の
み

を
，參

頭

纪

置
G

か

I

全

く

睬

述

の
.

如

く

で

ぁ

：
 

る.
か

ら
、若
し

：

斯

る，
傘

貨
S

相
a

併
ん
.

で

無

.制

限

法

貨

た.
る
，
0

1

が
_
m

す
る
場
合

^

はへ之
を 

金
•

本
#

制
-

度
の
列
外
に
置
き
、®
行

 L 

本
位
制
度

 n
m

p
in

g
,sta

n
d

a
rd

、7

 

d
ie

 

h
in

k
e
n

d

<T>
.;w

fo:h
ru

n
g

 

V
J

 

名
‘付 

け
'

 

て
-

變
則
的

f

幣
制

.

度

ビ

■

め
だ
。

即

ち

跛

行

：本
位
：制
.度

の

特
«

レ

す
る
'

 

所
は
.

金
貨
の

.

外
R
 

銀
：貨
R

も
無
制
限
；法
貨
の
資
格

.

を
：與
へ
：
て

共
R

麻

f

附
す
_

る
が
、餅

貨

申

は

鋳

造

：を
；認 

め
ず
、其
供
：給
を
全
く
國
家
の
統
制
の
下

k
a

く
か
ら

.

共
價

«̂,

し
モ

»

情
^

據

ら

し

め

#.:.金

貨
ミ
平
偕
を
保
た
し
む
夺
驗
は
称

-
し
て
，
ゐ
：
る
。

斯

令

跛
.

#
本

位
.
制
燦
は
-
务

を

歷

，史

的
w

i l
れ 

ば
、街

本

妨

瞵

が

純
.
眞.
の

傘

貨

本

位
.
制
‘
度
^

務
，る.

^
@
'̂
:: I

:

時
：の
：W

嬅
S

段
：遠

レ

て
採
つ
.
た
も

’
 

。
の-
で

あ

る

か
.
ら
、全

く

變
■則

の

貨

幣

制
' 0

で-
あ.
つ'.た
：：

の
' 
で

あ

る

。.

即
ち
、此：：

等
，の
諸
ト
國.
が
鈒
：«

變 

動
：の.
過
'赉

5 :.
免
れ
ん
ど
し
て

一 :

時
^

本
#.

縣
貨
の

.
處
分

'
を.
行
：' 
へ：
■ば
^

大

：
の
：
：损
‘
失
：を
蒙
る
-所

か 

ら
、斯
：る
；规

失

を
.
負
擔

'す
る
.
こ
ぢ
な
く

W
7
P
#

本
位
制
度

0.

利
«

^

辜
得
.
：す

る

の

m
i

的
を
#
て
 

t

施
，し.
作
の
；で
あ

'
る」

。
故

p
 
7
C
れ
味
锻
來

'
0

本.
位
離
貨
；が

I
 _

«

造一停：

Jh
の。後
に
も
輪
ほ

.
無
；
 

制
»
法
貨
ミ

.
し.
て
流
す
る
：

,

k:
於

%
,

て
U
純
操
の

.
食

- t
本
、位
制
：度

.
：
.
？_

か
：»

組
«

.̂

相
違
：す 

る
F

が.
あ
る
。

»

行
本
位
制
度

_

の
名
辭
の

^(
來
も
全
く

•
、完
全
な
本
位

«

«

ヾ

」

し
て
の
金
貨

v
j  

不
完
全

’
な-
本
位
貨
：幣
幺
し
て
の
響
ど
が
被
行
の
型

.

^
て
共
に

.
流
通
：す
る
，
.の

冒

布

し

て

ぬ

’
 

る
。

併

し

な

：が

ら

戚

令

：國
內
'
で.
■は
‘.
鈒

貨

：

&

無.
制
限..
法_
貨

ミ
.
し

士

流

：：通
'
し
：
て.
も.
其

由

幽
«
_

が
. 

停

北
せ

ら

-れ

て(

居
る
。以
上
、金.
及
び
：«

0
市

場
-
愦
：
.
格
*

?
#

法
定
：
.
此.
馎

ミ

の

.卯
k

如.
何

た

卵

き
'
を. 

生
じ
，.て
も

，
を

れ.
が
'爲
k

a

本
'
位

制

度

.の

場
合

の.
如
.
く

蛾
®

2

t
#
k
;

嶒

加

を

來
*■
::•た

し

て

金
" 

貨

を

流

：粗

外.
^

感

逐

す

る

：
ミ

ギ
は「

な

い
€
同.
時

に

、
»

供
：給
：
笋

.へff
l
t
.

k

轉
制
輝
导
备
れt f
、«

貨
ぃ 

の

儕

姐

は

其..
素

#

偾
f t
k:
據

.ら

ず

即

ち®
^
«

幣

し

そ
•
傘

貨

ぢ.
艰
：傯
：聚
保
；

0

て.
流
.，f t
;
す
ノ
喪

策

'

1

十

1ー
卷
ぃ

(

ニ
ニ
七

1

8
金

本

位

制

摩

の

现

論

的

寥
. 

m

i
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第

十

越

|
〇
〇

2
W
即
ち

乙

の
制
興

^

於
' 
い
て
も
を
の

M

0

價
*

〗

の
樂
位
：

^

尊

の

，
痛

値

：
ほ

は

：

_

、係
.
な

く

；寧

ら

金

：

の

1

定
*

の
愤
：値

V
J.

等
偾

V
J
支
持
し
て

_

席
る
。

故

に

こ

の
：̂

ょ
ぅ
觀
て
跳
行
本
位
制
：度

も

金

本
位
.
制
度
又
は
金
貨

.
本
'位
制
度

€

言
は
な
け
れ
一
ば
：な

■ち
#

い：。
唯
；比

'
較〉

的」

多
.
量
の
大
«
而
銀

貨
が
流
通
す

.
る
揚
合

^

は
ミ
偶
に
對
す
る
特
別
の
統

.
制

V
J.

注
：
1C..
‘/■<-
を
：..
必
挺

： V
J

す
る
か
ら
、强

%

て
之
を
區
別
せ
ん
ど

.
欲.
す
る
な
ら

W

、
之

を

.：
跛

行

._

♦
«

*

位

制

.度
ー
又
：は

木
0

金
貨
本
俾

«

«

€ 

%

言
ひ
得
ら
れ
ょ
ぅ

0
ニ)
。
併
し
萩
で
は
-全
く
金
貨
本
位
制
度
：せ
し
て
之
を
取
扱
ふ
で
あ
ら 

5

0
 

.

俯
る
本

#

制
度
は
、世

界

大
.
«

前
'
廣
く

行
は
.
れ
'
た

斯

で

あ

つ

，
て

、
佛

蘭

.
西

 

言

-a
、
北

米

合

.'激

國
 

e

言

：
ひ

、
®

乙.(

一
八
七
三
年

—

,

一
，九

〇

八
年)V

J:

言

ひ

、皆

i
n

で.
あ.
つ
た
。

/
而
し
て
今
の

®
^
 

t

袪
雜
的

R

觀
察
す
る

'
、と
こ
れ

k

一
 j

種_

の
區
：別.
す
べ
き
も
の
が
あ
る
ど
：言
ふ
。
即
ち
獨
乙
の 

揚
合
に
は
獨
乙
聯
邦
會
議
が
法

#

變
5 1

を
爲
_

な
く
て
も
純
，眞
の
金

_
貨
本
.
位
制
、度

^

移
.る
を 

得
た
が

«

蘭
西
の
場
合

^

は
耀
甸
貨
幣
同
趿
の
解
體

^

導
く
ベ
き
法

®.
.

變

5*
な 
<
 
し
て
は
之 

を
爲
し
得
な
か
。
故

^

前
者
は
跛
行
的
金
本
位

制
： .

度
、後
者
は
跳
行
：

g
：

祓
：.
本
位
制
度

:
レ

し
て
表 

は
し
得
る
ど
言
ふ
。

け
れ
ざ
も
、何
れ

k

し
て

i

今
觀
た
通
う
正

k

金
V
本
：'位
：制
：度

の

一

種
で
あ

.

る
.3
1

)

。
.

(

一〕

堀
江
歸
ー
、貨
幣

_論、七
版
、ニ
九
四
肾
參
：照

(
.
1
0

金

^
.浓
.礎

マj 
.す

る
賊
朽
本
位
制

'
 
度

91
g hinkende 

w
s
h
m
a
g

日
-Gol.dbasis 
.
€'

名

^

け
る
、
もちるハ 

•

c

ewarl D
i
e
h
L

は
败
行
的
金
本
位
制
度

et
g hinkende G

oldwahrung 

.稱
し
、金
貨
本
位
制
度
及
び
金 

.核
'
 
心
.
本
位
讯

a
へ̂

问
■故ツ
I:
、.金，
.本
位

.
制
度
の

| 

猶
類

.

ミ

し

，て
擧
：
げ
.
て

ゐ
る
。HIleoretiscKe Natir.nai

OIkorio-

m
ie,  D

ritter  wand,  1927 ,  S.  294

•參
姐

四
，

金
：核

心

本

位

制

度

A
 

■

.
金
本

#
ll
i
lii
の
他
の
猶
顧
は
金
核
心
本
位
制
度

Qoidkernŵ
hrung'

で

.あ

.；るC

一.

)

。

然
ら
ば
金 

核

^
本

#

®
il
l
€

は

^
何
な
る
本

#
制
度
で
あ

•，る
か

云
ふ

、̂、其
：最
；も
本
質
的
の
特
徵
は

「

金 

貨
が
流
通
し
て
ゐ
：な

S
J
^
k
存
す
る

y
j
1

般

R
主

.張
せ
；ら

る

>
°
乙
の
：'制
度

.が『

0
k見
え

.

.ぬj 

金

本
:#
:

制
度
€

呼
ば
れ
る

所

以

は
實

k
兹

k
存
す
..る
の
で
あ
つ
て

、例

へ
ば
力

1
,

•デ
ィ

f
 

X
 

は
，ミ
の
制
度
の
本
質
は
ー
國
內
の

.支
拂
交
通
；

^
金

.貨
が
俾
用

3
れ

ぬ

€
云
.ふ
消
極
的

®
素

k
存
：
 

し

'て
ゐ
る

V 」

述
べ
て
ゐ
る

(

5
。
事
實
全
く

.其
通
ら
で
あ
る
：が
、斯

.る
消
極「

的
：定
義
か
ら
菩
人
の 

得
る
槪
念
は
可
な
ぅ
漠
然
ご
し
て
ゐ
る
。
で
は
何
が
故

^
斯
る
消
«
的
說
明
を
與
へ
な
け
れ

S

一
 

十
-:
卷

(
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)
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§
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笫

ニ
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1T
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c
r
i
;
•

七
：六)

• 

0

.

$

 

ー
〇
.二

»

な
‘ら
ぬ
か
？
そ
れ
は
、此

.
制
度
が

.
有
の
本

«

以
外
の
餓

^

於
い
て
は
‘祺
雜
な
變
化
を
示
し
て 

居
る

,V
J

考
へ
.
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
，る。：
併

.
し.
假
：令金
：核
心
本
位
’制
度
は
金
貨
の
钸
皞
せ
ぬ 

t

幣
制
.
度
で
あ

s

i

定
•
義
.
3
れ
て

も

、

乙

れ

を

以

て

靡

：ち
：it
、之

の

制

：度.
'̂:

在
；づ

て

は

貴
*

债
•
値
. 

.
が
-
余
愤
値

.̂

無
：關：係
か
の
如
ぐ

^

理
解
し
て
は

^

ら.
ぬ
。

:

蓋
し
乙
の

*0
度.
も.
亦

金

本

位

制

：度
：
 

'の
：..一

種.
で
.
あ
る
か

.
ら
で
あ
る
。
然
ら
ば
貨
幣
の
惯
値
單
位
は
ビ
の
制
度
れ
於
い
て
如
何
^
し 

て
金
-
平
：债
を
：保
ち
得
る

.:
'
で
あ
ら
ぅ
か
？

乙

の_

を
明
か

^

す
；る
化
は
劣

 

制
：度
の
：：有
す 

る
，本
-
質
を
.概
赂
な

：

が
ら
.
賴
極
的

F

說
.く

乙
€

が

甚
托
有

效
で

あ

る

。

金
核
心
本

位
制
度
の
.最
 

ネ

本
質
的
な

«

徵

は

，金

貨

の

流
M

し
な
い

乙
€

で
あ
る

が
、乙
の

.
事

.は
決
し
て
金
が
全
然
存
在 

し
な
い

V」

一

K

ふ

乙
ビ
を
意
味
し

て
.居
る
の
で

は
な
い

o

金
は
存
布
し

て
ゐ

る
が
、
そ
れ
が

政

麻 

义
灶
中
央
鈒
行
の
如

•

中
央
機
關

R

集
中
保
有
^
れ
て
ゐ

る

の

で
あ
る
。
t e

k

國
内
の
収

()
| 

に
は
金
貨
が
使
艰
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

#

#
_

爾
即
ち

«

鞘
傘
核

.
心
の
炤
途

$

し
：て
は
、
 

國
a

ド

於
け

る
土 
_

上
の
用
途
を
除
け
ば
外

.
國
k

對
す

る
支
»

交

通
あ
る

の
み

で
あ

る
。
從 

つ
て
こ

Q

制.
度
.
ド
於

S

て
は
金
は
主
ヾ

」

し
て
對
外
支

»

の
用

k:
供
せ
ら
る
、。

又
從
っ
て
其 

金
核
.
心
は
國
內

R

保
有

3

れ
て
も
、或
は
其
一

.

部
分
又
は
大
部
分
が
外
國

(

植
民
地
な
ら
ば
其
本

國
W

保
管
さ
れ
て

右

の
目
的
の
爲

k

は
同
一

の

效
果

'
を
リ
擧
げ
る
こ

ビ

:

が
出
_
來
る

o

例
：へ
ば 

瑰
今
英
吉
利
が
之
を
英
蘭
鈒
行

k

保
有
し
、印
度
が
多
糊
の
在
外
甩
貨
を

_

吉
利
^
置
く
が
如 

.
く
、を
れ
は
結
周
其
時
の
便

^

化
從
ろ
て
決
定

a

n

る
。
同
時

^

*

余
核
心
は
金
她
、金
貨
又
は 

外
_
 k

於
け
る
金
勘
定
を
代
表
す
る
金
爲
替
：の
何
れ

か

ら
主

，“レ

し
て
成
立
し
て
？

も

差
：支. 

M

 .5

乙

，rし

が
容
易

^

觀
取

3
れ

'
 

る
、
蓋
し
對
外
支
拂
の
用
途

k
$

つ
て
は

.
を
の
.何
れ
も
同
じ
で 

.
あ
；る
 

'か.
ら
‘で
あ
る
。
但
し
金
貨
で
あ
る
乙
は
決
し
て
必
耍
で
な
い
。
國
內

k

金
貨
の
流

a
 

せ_
ぬ
以

:1
.
^
貨
の
形

k
於
い
て
保
有
す
る
の
必
要
：が無
：

s

の
み
な
ら
：ず、

翁

塊

レ

し
て
保
有
す 

れ
ぼ
金
貨
鐵
迤
费

_
丈
の
失

«,

が
省
か
る
、
の
で
あ
る
。

.

國
內

に
流
通
す
る
貨
幣
は
紙

«

で
あ
る
こ
ど
も
あ

6
、金
：

以
外

の
余
願
®
#
掏
へ
ば
鈒
貨
で 

あ

る
z 

v
j

も
あ
办
、又
其

.
兩
一
者
，
で

ぁ

る
乙

.V
J

も
あ
る
。
然
ら
ば
.此
等
の

,

f t.
流
：a

貨
幣

の

|

m
 

位
は
如
何
化
し
て
金
の

」

定
量
ど
同

 

一
0
f
t

M
^

Q 

^

#
-

.
ĉ 

S 

^

M
は
金
貨 

本
位
.：制

度

の

場

合V
J,

全
く
同
様
で
あ
る
。
今

乙

の
制
；度
は
於
い
て
金
に
對

.
す
る
.

需
要
が

®

る 

ビ

す

れ
ば
、そ
れ
は
國

|̂
貨
«

の
.對

外
债
値
.
が
下
落

し
、
外
國
貨
幣
ビ
；の

で

ぁ

る

：所
の

. 

食
替
柏
，
場
.
が
金

輸.
送
_

以

上

に

出

で

た
場

合

で

あ
る
。，

換

言

す

れ

ば

'
®
#
#
®
^
、」

定
鸯
の 

密

ー

十

ニ

：卷

a

一
場
：七

)

命

銮

制

度

の.珊

論

的：

研
沈 

笫

ヤ
^

;.
o
年
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ー

一

十

ニ

教

(

マ
三
七
<

^

金
本
位
制
度
，
の
.
规
論
的
斫

:̂
: 

浓
十
：
號
：

S

四

.

金
s_

ff
i
«

K

其.
金
も
相
：手
國
ド
輸
隹
す
る
：

R

舉
す
る

.
_

賃
、保
險
：料
、利
：̂

檢_.
奪
料
等

0

諸
；：#

州
：
 

を
加
へ
な
總
類
以
上

.

^
不
利

ざ

な
つ
た
爲

^

、外

[1
1
:

代
，愦
參
を
支
ー
»

は.
ん

V
J

す
5.

者
は
爲

#

市
：
 

場
^

於
：S

.

て
爲
替
手
形
を
買
入
れ
て
之
を
送
附
す
る
ょ
々
は
、寧
ろ
：金
：を
舉
實

^

輸
,

せ

ん

t 

す
る
か
ら
で
あ
る

-

此
揚
合

R

中
*

機
.
關
が

®

求

^

應
じ
て
金
餘
國
寒
の
豫

.
め
：定
め

/2
一
 

定 

の
®

格
を
以
て
希
望
者
ー
げ
寰
却
し
、其
金
が
海
外

k

輸
送
さ
る
れ
ば
、

*.

金
：の

K

#

R
»

し
て
中

'
 

31
機
脚

.

1̂
收.
.
'̂^

:

れ.
た.

.

貨
幣
は

.
f f.
a

# -
a

力：.
ら
*.
.
.
,,̂ .

■消
：..
し..
た
乙

：.
VC
へ、
-...な
る

'o 

言
..
ひ
 
'換
.へ
 

る
ミ
、そ
れ

.
丈
：.
貨
幣
：流
：通

*

2 :
':
滅
ず
る
。
其
結
果
、

_

少
し
た
國
內
流
通
：貨
幣
：の
愼
値
は
騰
貴
し

「 

爲
#.

相

場

が

：金
：輸

送

點
»

內
^

降

る

ど

共
^

金

の

愤

値

代

一

致

：す

る
k

M

る
。
即
ち
國

_

f
 

«

の
他
値

'
は
金
の

.
f t
攸
以

■
下
R

下
潘

す

る
Z

ビ
は

'
出
來
.
な
い
の
で
あ

-
る
し
是
に
反
し
て
國
內

- 

貨
幣
の

.
對
外
愤
値
が
，騰
貴
し
て
、遂
ひ

^

爲
替
相
場

.
は
；金
の
。«

«

か
：ら

前
-
記
輸
送

.
の
■

©

用
を
. 

控

I t
し

た

-s
切
ち
金
輸
入

‘
1W
以

1 '
^

下
落
す
る
な
ら
ば
、對
外
偾
權
の
所
：有
者
は
爲
替
手
形
を 

受

；
取

る

：
ょ
：

ク

は

1
'  

層
有
利
な

^

の
取
寄
せ
を

‘行
ふ
で
あ
ら

5

0

斯
く
し
て
流
入
し
た
金
を
：中 

央
機
關
が
一

定

0

格
t

以
て
買
入
れ
、
ば

.
、其
質
入

k

對
し
て
拂
ひ
渡

3

れ
た
貨
幣
は

.
國
内

の
 

流
通
最
を
僧

.
加
し
、從
：つ
で
：國
內
貨

«

の
偾
値
を
下
落
せ
し
め
、延
：ひ
て
翁
#
相
場
は
金
輸
入
勲

以
上
に
上
ヴ
、而
し
て
國
内
貨

«

の
侦
«

は
金
、の
：情

値

.̂

等
'し
く
な
る
。
即
ち
國
內
貨

«

の.愤 

値
は
金
の
愤
被
以
上

R

騰

貴

す

る

を

.#
な

い

の

で

あ

る

。

而

し

て

斯
'
る
«

«

を
»
じ
て
貨
幣 

の 

一
VI
I

位
は
金
の

一

定
鸯
ミ
同
じ
偾
値
を
保
持
す
る

こ

ど
が
叨
瞭
ど
な
る

。
'

以.
上
は
中

* :
機
關
が

.
金
：を

I

定
愤
格
を
以
て
賣
胃
す
る

.
場
食
で
あ

.
る.
'
が
：、斯

る

手

段

は

決

し 

て
金
核
心
本
位
制
度

k

於
，い
て
用
ひ
ら
る

、

唯
：1

の
も
の
で
は
な
い

.
。
金
核
心
の

1

部
分
又 

は
大
部
分
が
外
國

^

保
管

^

る
.
、
場
合

^

は
、こ
れ
を
代
表
す
ベ
さ
金
：爲

：

#.

の.
寶
贸
を

■以
‘
て
金
：

 

の
賣
貝

k

換
へ
る
こ
ど
が
出
來
る

。

t
e

k
述
べ
た
様

^

こ
の
兩
者
は

»

外
：支
*
用
ど
し
て
同 

.
一
の
.
役
！m

を
果
す
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
國
的
貨
幣
の
愤
値
が
下
落
：：し

« :.
_

相

場

が

金

輸

：出_
.
 

以

上
R

出
で
た
場
合

^

は
、巾

*

機
關
は
*
外
余
核
心
引
鄉
の
爲
替
を
其
金
■
送
誠
以
內
の

 

一'
 

定
、偾

.
格
k

て
賣
却
す
る
。

さ

ぅ
す
れ
ば
寶
却
代
金
：だ
け
の
通
貨
が
縮
：少
し
、

_

內
貨
幣
の
«
彼 

は
興
び

」

騰
貴
し
て
其
金

.
爲
替
賣

..
却
憚
格

R

達
ず
る
。

反
對

R

、國
內

«

«

の
憤

®

が
騰
貴
し
、爲
，
 

替
相
場
：が
金
輸
入

,

以
： .

下
k

f i
i

づ
る
場

.
合
に
は
、在
外
；傘
核
心
所
在
地
に
於
い
で
金
輸
送
黙
以 

内
丨
の

|
定
偾
格
ド
て
貴
，出

3

れ
た
金
爲
替
が
其
國
ド
流
入

.
し

來

久

中

央

機

_

が

之

を

界

入

る 

、
^

從
つ
て

.
通
貨
の
；膨
脹
を
來
た
し
、國
內
貨
幣
の
價
値
は
：下
猶
し
て

'
金
：爲
替
：の
價
格

k

落
ち

密

ー

士
5
 

C

一三
七
九)

ヾ
金
小
位
制
度
の

®論
的
研
究
 

笫
十
ま
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金
本
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榈
度
の
：瑰
論
的
硏
究 

.笫
十
號
，

3

六

つ
く

，0
即

,
ち
：國

.
网.
：貨
幣
の
偾

«

は
傘
爲
替
賣

»

愤

捧

以

；
：
上

：
ド

.

$

は

も

騰

落u

/2
't. 
> 

©
る

乙

;(
£

.
は出

'來
な

' 
い
の
で
あ
る

o

斯
る
.
作
用

^

依_

ム
其
國
の

.
貨
幣
の
齡
外
偾
値
は

：

金
本
位 

細
め
貨

‘«

ド

對
-し
て

.確

定

，
し

、該
金
本
位
國
の
貨

«

偾
：値
を

ff
i

じ

て
金

一.ど
.
の.平
愤
を
保
ち

#
る
'
 

の

.;で
'.
あ
名

。.. 

丨
：
 

w

' b

て
乙

|の
本
位
制
度
に
在
つ
て
國
內
代
流
通
す
る
貨

«

は
紙
.
幣
.又
は
定
位
貨
幣
ど
し
て 

(

の
鈒
貨

..
で
あ
る
か
ら
、其
偾
値
が

.
ょ
く
金
平
债

'
を
保
：尨
ん
が
焉

^

は.
其
供
.
給
を
適
當
^
統
制
し 

攻
付
れ
ば
犮
ら
ぬ
0
而
し
て

，
一

方

R於
い

て
、
目

家

は
通
貨

k

S

する
：M
M
t
確
.實

な

ら

し

ひ 

る
手
段

S

し
て
或
は
此
等
の
通
貨
が
金
平

f t
を
以
て
流
通
す
る

乙

ぐ

」

を
保
，證

す
る
同
時

k 

之
を
國
瘅

金

‘の
收
納

k

收

受

し

、
或

..は

無

制

限

法

：貨
の

賢

.格
を
與
へ
る
。

又

11
1

^

金
平
侦

.
維
# 

の
爲
の

«

一
«

«

の

、手
段
ぐ

」

し
て
、從
つ
て
通

.
貨
の
.
供

給

を

し

：
て
其_

耍
；
^「

適
應
せ
し
む
る
‘爲 

k

必
要
な
手
段

ど
し
て
、

此
等
通
貨
の
金
兌
換
が
主
張
せ
，ら
る
ゝ
。
勿
論
、金
椟
心
本
位
制
度
に 

於

S

て
は
金
貨
は

^

C
し

な
い
の
で

あ

る
か
：ら
、此
兌
換
は
金
貨

を

以
て
す

る

^

は
及

ば

ぬ
、
金 

塊

又

U

金
：
爲

替

を

以

；て

し

て
足

-
る̂

ミ

V
J

は

旣

述

し

た

.所

か

£

w
か
で
あ
ら
ぅ
。

併
し
な
が 

ち

-z

の
手
段

”

就
い
て
は

.
議
論
の
存
す
る
も
：の
が

あ
る
。

卯
ち
、斯

5

兌
換

義
努

_の

存
&
せ

g

r
z 

’r

し

が

^

の
本
.
位
制
度
の

-
特
質
で

''あ
る
ぐ
し

'
主
張
.
す
る
論
者
が
あ

'
る
の
：で
あ
る
。
例
へ
ば
ヵ
ー 

ル
： *

デ
ィ

I
 

\

は
、「

紙
*

の
兌
.
換
義
務
の
廢
止
が
金
：核
心
本
位

’
制
度
の
謂
準

€

M

は
る

、

Ql )

.

i
一日
 

ひ
、グ
ル
ノ

.*
モ

k

は
こ
の
卿
度

^

於
い
て
は

「

銀
行
紙
#

の
兌
換
は
规
定
さ
れ
な
ぃ
か
又
は
停
止 

は.
れ
そ
ゐ
る

」

.(

四)

ど
述
べ
て
ゐ
气
然
る

^

マ
ッ

、ノ

ル
I
 

•フ
の
所
論

^

從
へ
ば
、確
か

k

三
四 

0

金
換
心
本
位
國
の
本

^

立
法
を
瞥
見

.
す
る
せ
、兌
換
義
務
の
存
在
し
な
，い
己
ど
を
知
る

.0
例 

.
へ.
ば
：英

.
領
印
度

.
■の
如
名
歲
は

f t
太
利
匈
牙
利
の
如
為
是
れ
で

1

0

斯
f

正
貨
支
拂
が
法 

«.

上
nj
l.
.
か
R
'

停
止
_

n

...て.
ゐ.
.'る.

^
ヒ
は
多
く
の
人

'
々
を
驅
つ
て

ハ
乙
.
れ
^

金
-
核
、山

.

本
#

の
.一の 

a

味
：本

a

的
の
特
_.
徵
で
あ
る
ど
：の
！

S

0
た
說
明

k

導
い
て
ゐ
る

$

,#
;
し

な
'が
ら
斯

.
る
：解

釋

は

，
 

法
#
上
の
事
實
ヰ

»
«

上
の
事

實

€

を
'全

く

混
同
し
た
結

*

で.
あ
る
り
：
何

ビ

な.
'れ
ば
經
濟

.
上. 

か
ら

«

れ
.
ば
‘

換
が
現
實

£

行
は
れ
て
居
る
か
否
か
ど
沄
ふ

W

實

だ

け

が

；問
‘題

だ

か

ら

で

あ 

冬

。
V
現
.̂
.

印
度

^

於

S

て
も
燠
：
«

國
^

於

S

て
も
兌
換
は
實
際
金
核
心
本
位
、制
度
の
意
味
に 

於

い

，て

存

在

し

，た
の
で
：あ
各jC

五 

併
し
デ
ィ

I
 

\

を
以
て
す
れ
ば
、撕
標
，な
解
釋
は
誤
れ
る
も 

め
：.
で
あ
づ
ヤ
、紙

«

の
兌
換
義
務
が
法

#

上
.
で
も
事

®

上
で
も
存

.
在
し
な

.
い
P

ビ

乙

を
此
.制度 

の
尜
質

R

屬
す
.
る

所

で

宓

：る〜

、主.
張

す

る

の

で

あ
■る
。
，

.#;
1:1士
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第

卜

號

一

っ

い

.,想

ふ

の
制
度
は
於
ぃ
て
は
一g

說
：の
，
通
々

金

地
金
又
は

余

.爲
替
の
寶

w
k
:依
つ

て

.貨
幣 

fe

c
の
單

#
.ミ
金
、匕
が
同
债
を
支
持
す
る
を
得
る

の
'で

&.
:る
0
.故

^
中

^
機
關
は
少
く

*,
.̂ 

Ja
k

於

S

て
之

V
行
は

な
け

れ
ば

な
ら
ぬ
：。

デ
ィ

)

火
は
前
鴻
所
論
に
先
立
つ

て
、羅
货
対
金 

貨
即
ち
本
來
の
本
位
貨
幣

^

兌
換
さ
れ

ぬ

こ

ビ

が

ミ
の
制
度
の
本
質
：的
の

z

V
J

で
あ
る

V
J

述
：
 

へ

て
居
る
が

乙
.，
の.
制
.度
で

は
金
貨

が

流

®
し
な
：い

の

で
あ

る
か.
ら
、紙

«
の.
金
貨
兌
換
は

.
停

it 

3
れ

て

Q

て
も
：
差
支
な
い

の
で
あ
つ
て
、を
れ

は
少
し

も
乙

の
制
度
の

^

準
ど

は
な
ら
な
，い

。
. 

又-
®
換
が
.
專
ら
金

'塊
■
又
は
：金
爲
替
を
以
て
せ
，ら
る
、
事
の
爲

k
、兌
換
な
る
言
葉
：が
不
適

•
常
で

' 

あ
：る

V」

考
へ
ら
る
、
な
ら
ば
、寶
渡

S

云
つ
：
て

名

交

付

く

云

o

て

冬

共

寒

柄H

は

變

々

が

な

S
。 

f
n

k

し
て

も
.兌

換

が

法

律

上

規

定

さ

れ

な

く 

？

も
、又

金

«
本

位_

た._
も

ん

ど

し

て

：制
：定
3 

れ
た
.
a

定

な

る

が

爲

に

停

北

_

れ

て

ゐ
る
^

し
て
も
、事

®
上
乙
の
兌
換
が
行
.は
れ
な
け
れ
ぼ 

な
ら
な
い
若
し
事
實
上

^

於
い
て
も
こ
れ
が
行
は
れ
ぬ
ど
し
た
な
ら
ば

‘
貨
幣
取
位
が
金

.VJ  

第
せ
等
偾
關
係
を
支
持
す
る

rJ  

V
J

は
不
可
熊
ミ

^

る
で
あ
ら
ぅ
。

で
あ
る
か
ら
デ
ィ

I

レ
も 

重

、金
核
心
本
位
：制
度
の
創
案
者
ど
稱

3

る
ベ
含
リ
力
ァ
ド
ォ
が
紙
幣
の

金

塊

兌

，

換
義
務
を 

北ノ提
.
案
^

’要
求
し

'/
2

^
»

し
て
そ
れ
は
自
說
ど
背
致
す
る
も
の
で

‘
は
な
い
、藍
し
リ
カ
ァ
ド
ォ

.

.
-_■■

二
 

广
 

_ー蹇
1

ー_||.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

.

.

.

.
■

_

-

 

一
 

M
l
#

i 

n

m

_,
-て
 

i 
湯
—
-
.
.
.
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.-
I
.
._,
 

.
n
, 

J

J

/
■一一一一 

と 
m

r

...

-■一 

■■ 

_
 

■

は
之
を
對
外
交
通
の
爲
の
み

R

限

0

て
居
る
か
ら
で
あ

る
ビ

’述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、モ 

\

も
同
様

^

金
買
入
義
務

$

對
外
交
通
に
對
す
る
金
の
傳
統
的
交
附
.̂認
め
て
ゐ
る
の
で
あ 

る
0

同
時

^

モ
ル
は
金

.
貨
の
自

FI
1.

鏺
造
が
許

さ

る
、
旨
を
述
ベ
て
ゐ

 
'る

が

、
こ

の

制
度
仏
於
い 

て
は
金
貨
の
流
通
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、ぞ
れ
は

.
不
必
要

'の
事
：で
あ
る

o

事
實
戰
前
の
*
匈 

國
で
は
之
を
認
め
て
居
つ
た

が
、も

れ
が
許

3
る
、
場
合
は
純
#

の
金
核
心
本
位
制
度
で
は
な 

S

こ

V

、
な
る
。

.It
塊

匐
國
は
金
貨
本
位
‘制
度
の
樹
立
を
期
し
た

か
ら
，形

式

上
中
間
的
の
制 

度vj

な
.つ
た

が
、實
際
は
金
貨

.
の
流
•通

し
な
い

傘
核
心
ホ
位
制
度
で
あ

0
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
、金
核
心
が

«

ら
對
外

.
交
通

^

利
用
せ
ら
る

.
、
乙
'V」

を
念

一

膽
R

镫
い
て
述
べ
た
が
、金 

は
尙
ほ
國
内

R

於

S

て
裝
飾

n

II
I
I其他
の

X

馨
用

^

も
需
要
さ
る
、
乙

V
J

を
忘
れ
て
は
な
ら
な 

s

o

Tr
I
Jして
乙
の
地
金
需
要
名
結
局
命
の
兌
換
又
は

.
交
附

k

ょ
つ
て
充
足
夺
る

 
> 

も
の
で
ぁ 

る
ど
す
れ
ば
、法

#

J ,
R

於
い
て
も
事
實
上

k

於
い
て
も
：絕

»

代
地
ー
金

*

換
：を
停
北
す
§
場
合 

R

、猶
ほ
ょ
く
金

S

紙
幣

w

が
同
偾
を
保
ち
得
る
か
否
か
全
く
疑
は
：し
い
所
で
あ
る
。
而
し
て 

そ
れ
が
爲

R

金
偾
の
騰
貴
を
來
た
し
、金
侦

ビ

紙
幣
の
偾

«

ビ

の

間

を

.
逢
ず
れ
ば
、«
ゅ 

金
寧
備
を
雛
す
る
紙
敝
本
雄
制
度

ビ
な
る
の
で
あ
る
。

第
一一

十

二

卷c
in

x
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金
本
位
制
度
の
现
論
.的
研
究
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ニ
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金
本
位
淛
度
の
现
論
的：

研
究 

第
屮
號

_ 

一
 

5

以
上
の
如
く
、金
地
金
の

‘
兌
換

M

入
“

依
る

も

將
た
金
.爲
替
の

W

.K
を
以

\

し

す

る
も
.
、國「

內
の

流
通
貨
幣
の
祺
位
は
金

.
弗
倒
を
維
持
す
る
を
得
る
。
故

k-
金

核

：心
，本
：位
；制

度

ビ

は

'之

を

消

極 

的
k

說
明
す
れ
ば
金
偾
：の
流
通
せ
ぬ

_

本.
'位
制
度

ビ

言
.ふ
こ
ど
が
出

^

^

ネ
を
穑
翻
的

k

班
義 

す
れ
ば
、

1
定
の
愤
格
を
以
で
す
る
金
地
金
又

は
余
爲
替

0 .
*

換
*

石
を
字
段
ビ
し
て
貨

0

愤 

値
の

I
:

m
位
k

金
の
：
1'
定
鸯
ぢ
相
ひ
鐵
し
い

.
價
«

を
ぼ

\
保
た
し
ひ

.
る

貨

猶

制

，度

で

あ

る

ミ

爲 

す
乙

、X
J

が
出
來
ょ
ぅ
。

金
核
心
本
位
制
度
の
本
體
は
、之
を
他
の
本
位
制
度
の
特
徵

せ

雄

較

對

照

：す

れ

ば

一

層

明
0
 

k

姿
る
：フ

z 

V
J

、
©

ふ
。

先

づ

之

を
.
前

0

金

貨

本
# :
制
度
、
ビ
比
：較
：す

れ

ば

、洱

三

述

べ

た

様

 ̂

こ
れ

^

於
い
て
は
金
貨
が
流
通
し
な
，

s
が.
、«

れ

:̂
在

0

て
は
流
通
す
る
。

こ
の
制
度
は
於
い 

て.
採
ら
る
、
手
段
は
金

.
地
金
及
び
金
爲
替
の
兌

.
換
買
入
で
あ
る
：が
、前
の

.
制
.度
代
於
い
て
は
金 

貨
の
自
由
：鑄
造

及

び_

 
®

*
分
で
あ
る
。

Z
.

の
黙

k

就
い
，て
マ
ッ
ハ

丨̂

•フ，
は
、
金

，
貨
流

通
が 

全

，然

缺

，
如
‘
し

た

金

核

心

本
‘位

制
'
度
な
る
も
の

'
は
事
實
何
處
に
も
存
在
し
な
：い
の
で
あ
る

.

か
ら
、
 

る
の
定
義
も
幾
分
緩
和
し
て
、金
貨
流
；

a

が
最
少
限
度

^

限
ら
.
る。/v

傘
本
位
制
度

ビ

解
す
る
.を 

M

て
至
常

'
ビ

，
! |
め.
て
ゐ
.
る，(

六)

o

實..
際
k

f t
い
て

S

れ
»

中
間

1

式
?
解
せ
ら
旮

 

>
 
も
の
が
多

く
'
從
：來
の
我
國
の
如
ぐ
金
貨
'本
位
國

V
J

自
稱
し
て
殆
ん
ざ
金
貨
の
流
遮
を
見
な
か
つ
た
國
も 

あ
る

s

in
j

時
R
、其
雁
史
的
.關
係
又
は
對
外

^

■

，

係

等

か

ら

金
«

が
文
字
：通

A
ノ
 

k
.
全

く

流

通 

じ

s

lr

國
は
無
い
か
も
知
れ
な
い
。

け
れ

ダ
レ

も
マ
ッ
ハ

ダ

丨
フ
の
匆
き
定
義
を
採
れ
ば
金
貨 

本
位
制
度
ビ
の
區
別
は
消
失
し
て
了
ふ
も
の

ビ

言
は
な
け
れ
ば
な

•
ら

g
o

故
^

假
令
文
、字
通 

6

で
は
な
い
く
し
て
ー

.

般
^

金
貨
が
流
：通

_
せ
ず
、金
が

*

央
機
.
關
^

集
由
保
有
ざ
れ
て

«

ら
»
 

外
交
通
^
使
用
せ
ら
る
ゝ
場
合

k

は
、之
を
以
.
て 

一
E

傘
核
心
本

^
«

度
ゾ」

し
て
舰
る
が

' 
至
常 

で
あ
ら
ぅ
。
勿
論
金

.
：核
心
本
位
制
度

k

在
つ
て
は
金
貨
が
流

*

し
な
い
か
ら
、そ
れ
が
存
在
す 

る
必
耍
も
な
い
。

t t
it
傘
貨
が
流
通
し
な
い
の
み
な
ら
ず
又
存
在

.
も
し
な
，い
揚
合
が
其
：最
も 

完
全
な

%

の：で
あ
る
。
金
貨
が
流
通
は
し
な

' 
い

が

存

在

し

、*

は
&

S

鐵
造
の
認
め
ら
る

> 

場 

合
は
不
完
全

.
又
は
不
純
な
余
核
心
本
位
制
度

ビ

«

な.
け
れ
ば
な

.
ら

g

で
あ
ら
ち

金
貨
本
位
制
度
を

.
述
ベ

S

當
つ
て
附
言
し
た
所
謂

M

s

位
制
：度

： .

2

核
心
.
本
位
.
制
■度 

殊
銀
貨
の
練
逋
す
る

Z

の
制
度

S

甚
だ
類

A

し

て
居
：る
：。

#
«

び

異.
る：特
徵
は

、«

行
ホ

# :. 

制
度
が
金
貨
本
位
制
：度

t
の：部
類
に

.
屬
す
ベ
き
も
の

.
で
：あ
る
：
が
：ら
、命

置

述

べ

た

所

で

あ

る

み

、
 

其
他
の

.
相
a

似
て
非
な
る

)

黙
は
、破

行

本
位
制
度

k

於

%
,

て
は
味
自

_

鑄
造
：：

9:
停
止
さ
れ

f t
無
：制
；

密
1
十.
11'卷
.(

ニ
ニ
八
釔

)

金
本
位
制
嘴
の>
理
、論
的
研
究 

_
笫

十

塽

ニ

ー



望
十.
二
卷
.(

ニ
ニ
八
六)

金
本
位
制
度
：I

論
1

:究 

浓十
®
 

ニ
ニ
.

限
法
貨
た
る
銀
貨
の
流

®
高

が

，
彈

カ

性-'
5
:缺
&
、其
續
減

.が
^
各
政(

府

.：句
意

祖

ド

懸$
て
'

®

る 

ド

反
し
て
、金
核
心
本
一
位
制
度

k
在

.つ

.て
は
銀
貨
流

®
'の
.增
減
が

.自
動
的

^
統
制

3
.れる
ヾ

」

云 

ふ
乙
ど
で
あ
る
。

 

,

:

.

..

次

^

此
制
度

W
金
準
備

V
S有
す
る
紙
幣
本
位
制
，度
艺

5:
.

_
照
：ず
る

-
に
、後
者
た
在
つ
て
は
假 

令
金
が
中
央

^

集
：.中
保
有
さ
れ
て
ゐ
て
も
貨
幣

^

値
.の
早
位

^

金
'年
同

：
«
を
.

*持
し
な
い
の 

で
ぁ
る
が
、前
者
々
於
い
て
は
を
れ
が
等
價
關
係
を
保
持
す
る
へ
點

^
傘
大
な
相
違
が
存

.す
る
：：の

で
あ
る
。

____
 

•••••• 

. 

...

B 
. 

. 

.

•

.

BI-

次
述
べ
た
逝
丨
、金
核
心
本
位
制

‘度
^

於

S

て
貨
幣
價
値
の
稱

■位
：が
金
平
偾
を
確
保
す
る 

爲
^

探
ら
る
、
_

段
^

は
、傘
地
金
及
び

.
余
爲
替

:e
>

賣
買
士
云

.
，ふ
£
«

類
-
が
，ぁ
芯
。
此
等
の
平 

段
は
.實
際

k

於
い
て
は
同
時
に
共

k.

採
用

3

る
、
乙

.

ぐ

」

、例
へ
ば
獨
♦乙
の
ラ
ィ
ヒ
ス

,
、ノ

ゾ

ク
が 

ィ
ン
.

フ.
ラ
ー
グ
ィ
ォ
ン
後
の
貨
幣
制
度
改
革

^

依
'办
、呈
示

r
o

れ
佗
紙
幣
化
對
し
て
金
蜱
又
は
金
へ 

爲
替
を
交
附
す
る
の
撰
擇
權
を
有
す
る
が
如

き
場
合
.
が
ぁ
.
る
け
.
れ

^

も
、兎
^
狗
此
手
段
を
標 

準
ぐ

」

し
て

SA
れ
ば
、こ
の
制
度
は

■.

論
上

E

i t
一
一
つ
の

«

類
k

細
：分
し
得
ら
る
、
。

而
し
て
通

例
其
：一

.
は
金
塊
本
位
制
度

c
g
a
s
:

びullion  stand
ard

;.  G
o
ld

b
arrenw

i.hm
ng

}  

*こ：呼

»

れ
、他
は
金
爲

# 

本.
位
制
度

(g
o
ld

 exchange  

standard  ;  

G
〇 lddevisem

新 
ha!
n
g)

ビ
«
,

^
ら
る_
<
、(

七3'0 
即
ち

金
塊
本
位 

酬
度

‘は
.金
地
金

V
の
*

換」

及
び

^

入

を

手

，段
'

求_
金

«

心
，本
# :
:_

度
：は
主
ビ
し
て
金

#
#
:

の
®

買
を
以
て
其
方
：策

“
咬
實
る
、金
核
ゝ
心
：本
.
位
'制
度
で
：あ
る
。
共
け
金 

貨
は
流
通
：も
又
存
在
も
し
な

..
い
の
が
本
則
で
あ

_
る.
：か
，ぢ、所

_

本
位
賛

«

が
實
：在
し
：な

S

ど
同 

時
«

、金
,

の
0

0

雜
及
.
び
そ
の
流
酿
上

R

^b
#
:

る
磨
：滅
：毀

®

#
,

失
_

を
省
翁

 

<
を 

得 
'
て、全
：く
經
濟

g

0

#
#

# :
M
f

言
a

#

ら
れ

'
 

る
：。

而

し

て

前

者
.
の(

制

度
k

在

つ

て

は
、]1
1 

k

発
換
の
乘
數

’起
#

く
.
爲
^

兌
換
_

る」

、
傘

»

の
準
位
量
を

4

宠
す
る
の
が
通
例
で
、例
へ
ば 

瑰

今

英

吉

利

が

：四
西
ォ
：シ
パ
ス
、
_

乙
：が
一
千
マ

\

ク
ど
定
：む
る
が
如

.
く
'
で
あ
二
る
。

又

其

泰

核

心 

は

主

v
j

し

\

し

國
.内
^

保

有
.
？
る
、

が
、

後
着
の

.
制
度
於
て

S

セ
は
、金

..
核
心
の
.成
る
部
分
は
外
國 

殊
政
國
際
金

.
融
め
..
中
心
地

«

民
«

な
ら
ば
離
常
其
本
國

k

保.
管
ざ
れ
'、之

■を
：引

宛

ミ

す

る
.
爲
：#
 

が
交
_
 
3

れ
る
。

か
く
て
こ
の
國

'
の
貨

#

爾
«

ば
*

檩
寧
ヒ
，

1
:

る.
#
本
位
_

の
貨
幣
愤 

»

じ
て

*

定
さ

れ.
る

の

で

あ

る

が

も

、蒋

し

興

標
：：

準
.
國

が

金：

本

位

制

；度

を

離

る「

れ

ば

岛

_
:
の
貨 

精

偾

爾

の
■單

位

も

舞

〒

愤

を

保

た

q

乙

ミ
、
な
々
、金：本
位
制
度
を
：離
：

_

す
る
。
故

k

全
く
外 

.
第
二
十
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の
結
娘
は
ゴ
個

.の

原
因
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合
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値
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で
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幣
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値
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地
金
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値
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す
る
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悬
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幣
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梢
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同
；時
に
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場
於
け
る
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金
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：：數

量

の

減

少

は

：地

金

愤

魏

を
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て
鑄

#

愤
攸

a

上
k
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め
：
る
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で
あ
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ぅ
か
ら
で
あ

.
る
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又
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か
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茗
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速
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k

«
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れ
得
る
：
で
あ
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'
貨

幣
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値
：.
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の
高
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が
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一
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あ

る

ミ

す
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_

皞
擧
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f

る

貨

幣

の

數

翁

は
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乙
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が
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用

上
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;
爲
さ
る
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節
a

の
；
程

度
».

何
>^
依
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け

れ

ば
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な
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代
■

行
小
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率
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抑
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す

る

：
な

：
ら

ば
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餍
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多
*

g

通
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貨«

必
®

$

き
る
が
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結
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举
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s

て
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同
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で
あ
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じ
貨
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値
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る
て
あ

「

ら
ぅ
、か
く
て
宠
柳

- f
i 

の
输
加
に

.
應
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節
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«
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動
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-
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位
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値
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；
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；
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t
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得
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試
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だ
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あ
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。.
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賛
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す
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は
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叉
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總
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縛
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を
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憚
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猶
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植
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甚
く
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で
あ
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财
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偕
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貨
幣
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以
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れ
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交
換
價
値
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貨
の
價
値
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、そ
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交
換
せ
ら
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他
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.

0

用
貨
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の
量
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侬
つ
て

'
测
ら
れ
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で
あ
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。
故

k
、或
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貨
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愤
格
が
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貴
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る
に
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値
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す
る
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云
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得
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で
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る
。
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ば
# !
子
の
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志
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三
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す

る
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茶
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な
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。
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#

k
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い
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落
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あ
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紅
测
る
ほ

V
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な
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榄
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る
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ざ
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を
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；
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す
る
の
本
位 

ミ
な
6

得
在
も
の
一
J

 
s
o
: 

S

金

爾
ビ
云

i

M

如

き

本
位
^
:

は
、今

れ

が

财

貨

幺

し

て

霉

' 

»

を
受
く
る
か
故

k

猶
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.
の
に
過
：ぎ

«

い(
の
で
あ
る

o 
.

第
.
.ニ
.節)

一
：
：•

; 

:
:'
,■:V
:
: 
ノ 

r 

; 

r

‘リ

炎

‘ア
ド
ォ

の
舰

♦

所
を
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。
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す
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あ
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位
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す
る
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懷
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を
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。
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搖
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.
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あ
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が
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總
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觀
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値
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濟
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、
又
：
其.
供
雄
が

.
：あ
れ
ば

' 
通
貨
最

の
：
 

減
少
を
望
む
乙

S

が
：出
來
な
ぃ
の
で
あ
つ
て
、通
貨
の
增
減

« '
通

貨

發

：行

者

0 .
意
思
に
關
せ
ず 

金
^

制

約
^

る 

>

の
で
あ
る
。

而
し
て
貨
幣
の
用
に
供
せ
ら
る

、-

金
が

Ml
.て
金
貨
の
形
體
に
て

.流

*

す
る
場
合
、又
は

*

換
：

 

紙
幣
が
流
通
す
る
が

そ

れ
ミ
同
額
の
金
準
備
の
倮
：有
さ
る
；

/

場
合
、即
ち

.所
謂
：：全
额
準
備
の
金

. 

本
位
制
度

^

於

S

て
、金
は
，全
く
以
上
の
如
き
作

.用
を
.及
ぼ
す
の
で

^
..る
が
、所
謂
：一
部

,

備
：の 

?

壬

5
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y

制

放

^

於

い

て

金

準

.備

が

®

貨

の

或

る

部

分

^

’對

し

て

の

み

祚

す

る

«

合
•

は
、を
の
'傘

_

備 

な

く

し

て

©

$

#
へ

ば

昶

«)

ゼ
翁
行
し
獨
る
限
度

^

で
は
、金
の
供
給
な
く
し
て
も
征
貨

(

tc
贤) 

I
 
s
 

Zィ
し
ノ
令
る
こ

、匕は
言
ふ
迄
名
な

s

。

例
：し

*
.限
：度
以
上
，

k

出
ヴ
ふ
場
合
ド
は
、傘
が
以
上 

の
?

役
割
I

ず

る

0
で
あ
る
。

其

上
.流
通
紙
幣
の
全
部
が
兌
換
の
爲

I

出

3
れ
る
ど 

沄
ふ
乙

S

は
通
例
は
な

.
い
の

.

.で
あ
る

.
か
ら
、又
そ
：れ

が

爲

k

一
 

部

準

備

制

度

が

一

般

k
:採

用

3 

る
、
の
で
ぁ
る
か
ら
、金
味
此
等
兩
制
度

k

於
い
て
略

^

同
様

k

M

f

S
減
一
を
支
配
す

'る
も
 

の
ど
言

A

乙

y
j

が

出
來
ょ

ぅ

o.

以
1

は
金
本
位
制
度
は
於
け
る
金
の
通
貨
統
制
の
爾
能

? :
寒
&
»

内
：的

k
觀
擦
し
た
の
で

あ
る
が
、见

ド

JE
f

と

ビ

は
：、
對

外

的

關

係

を

®

g

て

其

職

能

：
が
5

杜

る._
:乙

ビ

で

あ

る

。

而

し
て
如
何
纪
し
て
こ
の
職
能
が
對
外
的

k

營

f
れ
る
か

ビ
转
ぶ

K

を
れ
ゆ
、金

が
媒
介

ビ
な
つ

>

各
#

本
A

li
,^

#
ひ
連
格
せ

し

ひ

る

v
j

■同
時

^
、其
相

a

*
絡
:せ
し

め

ら

れ

た

諸

.國
の

，間
を

金
き
體
が
_
働
的

_̂
移
動
.
す
る

M

 

S

依
つ

て
達
せ
ら
れ
る
の

'
で

あ

る

。

金

本

位

制

；度
の
：國

：

際
性

i

ふ
の
は
即
ち
乙
：の
事
で
あ
つ
て
、こ
れ
が
金
本
位
制
度
：の；

.
重
要

#

眼
0

ビ

な
0

て
居 

5:
の
で
あ

る
。 

,

斯
る
金
本
位
國
間

^

於
け
る
述
絡

_

係
が
、金
：貧

本

位

.制

度

に

於

け

る

ビ

同

樣
R

金

核
心
：

本 

位

制

度
^

於

%

て

も

存

在

す

る
乙

ビ
は
勿
論
で
あ
る
。

否
な
乙
の
關

#

を

-«
じ
て
現
は
る
、
 

金
の
職
能

こ

そ
其
制
度
の
主
'た
る
方
策

y

j

fl
o

て
ゐ
る
乙
；；

a

lE
に
前
，述
し
た
通

6

で
あ
る

C
'  

唯
余
核
心
本

.
位
制
度
殊

k :
金
爲
.
替
本
位

fl
i
l
jff
i

k

在

o

 

V

は
、移
動
す
る
％
の
が
现
實
の
金
で
は 

な
く
、之
を
代
表
す
る

.
爲
替
：で
あ
る

か

ら
、其
間
多
少
相
ひ
異
る
事

_
情
の

「

_
#
す
る
も
の
が
あ
る 

け
れ

V

も
、其
原
理

k

於.

い
て
は
同
一
で

&-
る
か
ら
获

^

は
姑
ら
く
之
を
不
問

^

附
す
る

乙

ビ
 

が
出
來
る
ノ

今
假

6

k

A

B

の
ニ
金
本
位
國
を
採
つ
て
考
‘へ

"
る
k

A

國

S

龄

S

 

f:
財
®

生
產
量
が
引
續 

き

增
如
し
、物

0

の
下
落
貨
幣

*1

貝
力
の
增
加
の
趨
：勢
を
示
ず

^

反

：
じ

て

、

^

|1
}
^
於
い
て
は
變 

化
.
が
な

y

ビ

す

る

。
断
る
事
情
が
此
等
兩
園

_の
間
め
於
け
る

.
貿
易
_

係

拎

及

：
ぼ

ず

影

響

は

；：
問 

題

外V
J

し
金
の
み
に
就
い
て
言
へ
ば
金

t t
B

國

か

ら
A

l i
i

k

移
®.
.

ず
る
、蓋

じ
B

國

に

於

け

.る 

貨

幣

憤

値

：は
；不

動

で

あ

る
'
ド

八
f i
l

?c
v

は
勝..
貴
^

示

し

て

居
.
.
み

：：が

を

金

：
ば

：
矣
國

K

於

：
い 

て
貨
僻
の
用
忆
供
す
る
ょ
ぅ
も
八
國

^

於
い
て
利
用
し
た

.
方
が
有
利

.
で
あ
る
か
ら
で
あ

.

る
：。/ . 

而
し
て

B
國
か
ら
の
金
流
出
が

.流

.通
場
裡
に

ff
i
る
金
貨

'で
行
は
れ
る
な
ら

I

流
出

_

は
：

第
ニ
十
二
卷
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制
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B(

國
の
通
貨
を

.
縮
少
し
，又

.
7
C
れ
が
屯

.
*

機
；關
；

k

保
有

3

る
、
金
：準

•
備

g
v

取
#

f
c
以
て
.

行
：は
る 

、
な
.
ら
ば
、
♦

の
兌
换
の
爲

,

提
供
さ
れ

/2.
紙
#

磁
焚
け
の
通

«

爾
决

^

生
士
：る

'。
<

國
.̂碎 

S

て
云
へ
ば
、其
流
入
す
る
金
は
造
幣

-
局
fc
働
納
.
.
ネ
れマ
で

'
金
貨
咚
義
造

：：

寄
れ
る
か
或
は
屮
央
機 

i l
i.
c

賣
却

3

れ
る
か
し
て
、通
貨
の
膨
：脹
：を
难
炫
ず

.
' ,°
如
ん
金

#

移)

動
：
^

雄
出
國
に

.
は
：姐
貨
縮
リ 

少
、流

入

國
R

は

そ
0.

增

加
£
.

云.
一
ふ
結.
M

fc
«

ら

す

の

で

あ

る

。.
：
而
し
て
：他
の
；
.
事

情

が

同

.
一
で 

あ
る
限
，6

1 1

r i
i

は
於
い
て
は

)
金.
流

出g

縣

黑

：
麓.
通

貨

：
縮

：
少

：

は
：：

貨
#
'

の
購
k

力
' 
t
增

加

せ
. 

し
め
、反

對
1-
C

A

阈
^

於

ぃ

て

は

金

流

入
k

伴

ふ

通

貨

得

，加
が.
貨

幣

の
»

1

カ

を
«

«

す

る

 ̂

至

る

。

f

の

結
*

金
t

tw
cx
A

國

を

朱

つ

て

la
R

歸
：來
し
、前
：者
：
.
fc
對

し

て

：は
®

貨

縮

少

、後
：
 

者
^

對
し
て
は
：そ
の
增
加
を
藤
起
す
る
。

.

斯
樣

^

金
本
位
制
度
技
在
：

0

て
は
、余
は
諸
國
間
を 

相
a

往
來
し
て
、關
係
國

k

於
け
る
通

<
貨
の
統
制
を
爲

t

の
で
あ
る
。

併
'し
な
が
ら

'

方
の
國

R

於
：け
る
貨
幣

®

値
：が

；：
騰
貴
し
た
か
ら
く
て
直
ち

^

他
方
の
國
.か 

ら
該

li
i
k

金
が
移
動
す
る
も
の
で
は
：な
：く
、又：甲
國
の
貨
幣
價

'値
が
下
落
し
た

ビ

て
直
.ち
代
乙 

阈
^

向
つ
て
金
が
流
出
す

.
る
次
第
で
は
な
い

.
。

乙

の
場
合
ほ
は
其
騰
藤
の
程
度
が
殊

k
:重
大 

な
關
係
を
有
し
て
ぬ
：

’る
0

即
ち
金
を
輸
送
す
る

^

は
：：

運

賃

、
保

險

料

、
荷

：

'造
毀
、働
送
中
の
利
子
等

の
諸

®

用(

疋
貨
輸
送
拳

」

必
要

V」

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、貨
‘幣

«

値

：の
騰
貴
：が

乙

の
輸
送
費
を 

偾

0

て
猶
ほ
餘
ぅ
あ
る

R

至
ら
な
け
れ
ば
金

0 ;
流
：入
す

.
る.
乙

ビ
^:
く
、又
貨
幣
價
値
の
下
落
が 

_

送
费
を
負
擔
し
て
も
餘

A
V
あ
る
は
至
ら
苓
け
れ
ば
金
の
流
出
す
る

Z:

ど
,'
'
は
な
い

o

換
言
ず 

れ
ば
、自
國
貨
幣
ど
外
國
貨
幣
ど
の
交

.

換
比
率
で
あ
る

‘
所
の
爲
替
相
場
；が
、

t

國
貨
幣
の

' 
價
趣
ゆ 

騰
貴
の
爲
に
邦
貨
建
相
髮
以
下
尚
じ

®

r

k

於

s

で
下
落
：し
、其

，

落
：の-
程
度
が
呢
國
の
貨

#
 

取
位
.
の
：法
.楚

惯

攸

の

羅

比

；法

定

平

偾) _
か
ら
班
貨
輸
送

®

^

控
除
：し

e
_

H

t

#

入
®
塚 

出
づ
る
な
ら
ば
、相

^

國
k

對
し
、て
受
取
勘
定
を

.
持
つ
者
：

K

送
金

® :
樣
を
送
ン
附
：ぜ

し

む

る

ょ
P

一 

6

正
金
を
送

.
ら
せ
て
之
を

_

國
貨
幣

^
紙

へ
S :

方
治
有
利
填
衆
る

.
か

ら
、金

0

流
，入
を
來
：尨
す

.
 

の
で
あ
る
。

之

K

反

し
て
、自
» |
貨
幣
愤
値

^

下
，落
：ゆ_

^ :
爲〗

替
植

«
_

騰.
貴

：し
、»

« 

定
平
儕
ド
犯
貨

_

送
_数

を

加

へ

た

高
£

貨

輸

出
»

)

以
上
6

出

グ

务

な

：も
_

«

手

國

化

，對
し
て 

支
拂
勘
定
を
有
す
る
者
は
：爲
替
を
以
て
す
る
ょ
々
も
：正
金

：t
f t

送

す

る

を

.以

て

有

利
e

,

す
る
：
 

か
ら
、金
の
流

/1
1
'

を
生

ずる

.

の
で
：あ

る

。

例

へ

ば

へ

假

ク

吣

米

货

肯

弗

^

法
法
寒
平
價
は
日
貨
ニ 
：¥
 

圆.
で
あ
；る
ビ

し
、西

卯
.
の
：金

を

日
.
本

ぢ

送

る

ド

は

.

-

る

も

の

ど 

す
る
。
此
場
合
も
圆
偾
が
騰
貴
し
鎂
替
相
場
德
商
瓶

^

^

百
九

^

^

圆
れ
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^

し
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す

れ
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 (

斯
る

«
:

择
の
_

方
は
現
翁
の
我
國
の
對

.
米.
爲
#

の
建

’方

ビ

は
‘疋
K

對
て
あ
る
、

te
ニ
參
，照

)

、ニ
 

苗
圆
か

‘ら

~ :
圆
：_

除
し
た
苜
九

_
'十
八
圆
ヾ

」

云
ふ
正

.
貨
輸
送

(

輸
：入

»

以
下

.̂

下
落
し
，た
_
で
ぁ 

る
。
.
故
ド
米

.
國
か
.

6
耳
：池
の
爆

'#
手
形
を
送
，致

.
せ
し
ひ
れ
ば
页
九
十
七
圆

k

，
へ

#
_
る
R

過
：
 

ぎ
ぬ
.
が
、瓦
邓
の

-T
E

金
を
，現

：：

送
せ
し
：む
れ
：

.
ば

- :
圆
め
擎
用
を
柳
：

.
众
.
て_
も

宵

：九

十

八

圓

を
.
得
：_

?
j

、
な
6

金

の

流

入

を
.
來

た

す

。

金
が
.
流.
入

す
.
る
k

從
つ
て.
通

貨

が
#

服

し

、
貨

«

^
>|
-
ー

の

下
 

洛

を
*

ら

す

匕i
iE
il

^

k

相

手
B

k

於

い

，
て

は

、
金
§

流.
出

；
技

伸

〔 .
ひ

;̂
貨

：
縮

南

傭

_

貴

の
 

現
象
が
生
ず
る
の
で

’對

米

爲

替

は

首

九

才

七

，
_

か

ら
*

次
上

#

す
る
。：
而
し
て
を
れ
が
担
食 

r

&

M: 

V7
る
r

ブ
十
八

_

以
内
に

：
復
す
る
 

>、

」

、̂

の
流
.
入
は
停
止
す
る
。

al
:

k
I I
1

の
下
落

)̂ 

繼
鑛
し
、相
場
が
珥
貨
輸
送

«

出
1

た
る

2
0?
2
:

H
2
s
l l
i

以
上

k

出
づ
る

乙

ど
一
一
百

H

l i
l

り
却 

く
な
る
ぐ

」

米
國
向
，額
面
耳
卯
の
竽
形
を

*

入
れ
る
代
は

s

w

H

圆
を
要
す
る

R
、正
金
を
現
送 

す
れ
ば
ニ
百
ニ
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t

以
て
足
る
か
ら
、余
の
流
：出
を
促
す
こ

V」

る
。

金
が
流
出
す

H

v i
'
、歡 

陳
丨
は
汇

‘

r f
少
貨
幣

f
t
«

勝
貴
相
手

_

ド

は
金
流
入

^

伴
ネ
通
貨
膨
服
、貨
胳

«

«

ド

#の
 

諸
現
象
を
生
ず
る
の
で
爲
替
相

*

は
#

び
下
降
し
始
め
、ぞ
れ
が
瑪
貨
輪
：錄
黙
た
る
ニ
西
：ニ
園

以
内

^

至
る
芩
金
の
流
出
は
停
止
す
る

。
；.

：
“
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'
'
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R

貨
幣
の
對
外

價
#

の
：表
.
現
た
る
爲
替
相

..場.
の
，.變
動
は

依

ヶ
金
4

成
：
«
:他

-
の
，.
金
：本
.位 

國
に
流
出
し
或
は
こ
れ
ょ
ぅ
流
入
し
、以
て

7
C
れ
箏

’の：
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.
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.
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沁.
留

ま

：：ら

し

め

：
な

い

、即

.
ち

貨

赞

の.
#
外.. 

M

値

變
動
の
振
幅
を
し

」

て
正
貨
の
輸
出
及

'び：輸
入
の
兩
黙
：內
代
限

|

し
む
る
の
で
あ
る
。
金 

本
位
制
度
に
於
け
る
金
は
ヾ
正

^
斯
る
ー
職
能
を
營
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を
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；
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；
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搬
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起
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ら
る 

へ
を

:#
る
の
で
あ
る
。

V  
.

併
し
な
が
ら
金
本
位
制

.
度
に
於
け
る
貨
幣
愼
値

め

突

定
' 
も
、言「

は

，

ヾ
場
^
的

安
定

で

あ

る
:0 

貨
幣
偾
値
の
依
か
て

懸

ら

し
め
ら
る

>
 
余
が
、财
：：

背
せ
し
て
の
惯
値
變
動
を
：免
れ

g

以
上
、̂
本 

位
制

®

も
貨
幣
偾
値
に
絕
對
御
安
定
を
與
へ
る
も
の
で
：は

^

く
、殊

k

長
■

間
を
輝
つ
.て
觀
る 

.W

妻
不
安
定
な

る
を

免
れ

g

ビ

主

張

せ

ら

：る
：
、
。

併

し
t

の：®
は
余
本
位
制
度
反
對
說
を

' 

檢
»

す

-5
^

當.
つ
-1
:
ー論：及

^

;5
で

あ

ら

ぅ

§

し 

'
 

:

.

(
J

)

M

で
は
前
の
説
明

w

汝

鋼

0

.

^

相
場
i
:
抹
邦
琛
⑩
相：場
を

JJ
I

ふ
る
。

こ

れ
は
外
國
度

0

を

^

準

ビ

し、
そ

れ
に

夂

換

さ

る

ベ
さ
邦

货
幾
何
ミ
衷
は
す
方

法
で
あ
る

。

㈣
 

■ 

•

へ
ば
#
港
宛

 

一一

o

一
到S

卯
ic
s
i
.
云

ふ
が
如
く

で
あ
る

0

故
に
我

^

に
於

“

て
.
.
歐

米

钎

围

典
 

,

他

に

對

し

て‘V
般)

.
に
;n
ふ
る

受
取
勘
定
相
#
又
は
外
货
组
相

場

例

へ

ば

幻

ふ

『

，
五
：
卯3

、
四

に#
>

B

. 

•
'.
过.
云
'
ふ

如

.
き

雖

方
-'
:
ど
は
反
對
ヤ
あ
パ
る
。

W- 

L- 

r 

 ̂

^ 

大
小
を
示
す

^

.

で
_
あ
る

か
：
ら、爲救
相
場
の
職
落
が
由

0
に
與
へ
る
利

•
不利の關係

は
：.

缚方が異れば

JK
反
'對
d

,

な
る
も
の
で

あ

るo

.
'-. 

' 

■

一.

0

 0

 

 ̂M
a,:hlap.“  D

ie  m
u
s  w

plh
ru

n
g

s,.  Ester  Teil,.  El",  

M
o
lr:  .D

ie  .m
odesea  G

eld
tH

eo
riep

IL  T
e
il,II.  A.;.

.x-ansburgh  
:. D

ie  

E.olIe  

des  .G
oldes..  

id
-d

e
r  G

oldw

psllm
n
g
,  

.D
ie  B

an
k,'.  M

ai,  

1
9. 2s.;:.  R.:.  

p. H
am

trey.:'The  G
old

パ

standard,..

o
hpp. 
r 

筇 
#

!l
(i

■
 

.

.

.
 

.

.

. 

.

■

.

.

六
傘
本
位
制
度
の
各
形
式
く
金

"
の
®
熊 

金
本
位
制

.
度

は

貨

幣

偾

値

：の
：絕

對

的

安

定
'
を

保

晴

し

な
.
い
ど
は

#
:■
:
へ、こ
れ

^ ;
代
る
ベ
き
適

.

. 

—

 

' 

.

.

バ

：

當
の
制
度
の
發
見

さ

れ

g

以
：上

は

之

を

猶

持

：す
.
る.
の
：
外

な

く

、
又

、
現

.
_
 

■

い
て
は
遽
か

k

廢 

棄

3

る
、
が
如
李
形
勢
は
些
か
も
存
在
し
な

.

い
。
し
て
み
る
ミ
、金
本
：位
制
：度
の
各
種
形
式
中 

何
れ
，が

'
最
も
適
當
で
あ
る
か
ミ
云
ふ

乙

W

拉
、貨
幣

_

鹿
土
の
一

:
«.

の
重
释
問

.
題
：ミ
し
て
成
立 

L

‘得
名

_

で
あ
る
。

而
し
て
乙
の
询
題
は
幾
多
の
見
地
.か
吟
觀
籍
し
雪
も
の
で
あ
る

が
、茲
。
 

^

は

.|
|
(
1
^
'

ザ
述
の
金
の
職
能
ょ

0

之
を
一
瞥
す
る

.^
1

め
る
で
あ
ら
ぅ

;0 

...(
y

)

金
本

#

®

度
の
何
れ
の
形
式
が
金
の
職
雜

5r
.®
も

ょ
/
\
發
#

せ
し

IT
る
を

#

る
か

 ̂

-a
'u
>

て
先
ク
之

.
を

貨
»

の

.»
外

恨
#.

變
®

Q
.

.«
g

.
®
:
ょ 
6̂
 
觀：： .

る.V
J
.

: z

の.
.
.
.-«s>.
Mi.
を
し
て

.

*
小.
な

.ら 

第
二
十
二
卷
2

四
1

£

金
本
位
制
度
の
理
論.
的
硏
究
：
 

笫

十

號

1

四
丰



亦
二
十
ニ
狯(

ー
诹
1
八〕

金
本
位
淛
度
の
理
論
的
研
究

• t
ひ

る

免

の

は

傘

爲

：替

本

位

制

度

で

あ

る

.0
き

は

述

べ 

料
、利
子
等

0

»

邀
费

^

#

要
名
す
る

^

の
で
あ
る
が
、金 

免
代
聚
才
る
爲
替
を
以

■

る'の
で
あ
る

か

ら
、輸
.
送
© 

..
5
0.

:
從
つ

' 
て
輸
翁
费

*

& :.

てー劃；せ
ち

—

、.
正
貨
；輸

a

勲 

な
も
の

>

 

な
る
：一
の
：
で

あ

る

,0
:
:施
埂
所
述
の
例
を
圖
を
以

F 

I
E_

i
-

第
十
號
一
四
四

_

機

灰

金
■.

翁
^

爲

：
に

；
は

運

實

、

#

險
' 

爲

替

本.
位

制

度

に

於

%

て

は

.
•

の

金
 

を

著
し
く
減
少

-
す
る
を
得
る
.の
で
あ 

S

輸
入
熙

S

の：間

^

幅
似
甚
.
狹
小

て

示

>

ぼ

、

：
：

 

.

,_

■
:■
‘：

與#

翁
麵
 

'
.
. 

Ci
3

1

!

K

M
^
t
A
.
ls
'

...

- 

' 

'
 

.

.

.

. 

>'

■
>>•'

 

.

.

.

.

.

.

.

.

こ
の

A

B

の
赠
か
释
か

_

»

小

ビ

な

る

の

で

あ

る

々
.

の
方
法
を
以
て
し
て
も
金

it
送 

の
場
合

V」

同

l
^
n

n
的
が
達
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
か
ら
、金
，本
位
國
_
の

連

絡

が
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な
ら
ば
外
馳
代
送
幾
致
每
ら
^
て

 

?
 

於
、金
爲
替
の

.
場.
合
^
:

は
斯
る

«

證
は

#

し
な

s
:

の.
で
：
あ

り
.

て、資

*

家
の
，投

»

の
目

®

物
ビ

.レ
 

て
國
内

k

留
保
す

る

乙

i

が
あ
；今
得
る

〔

‘
，

で
あ
：る
：。

を
机
：.が
：爲
R

、金
-爲

替

本

位
.

制

度
k

在
つ 

て
は
貨
幣
の

_

外
的
谭
値
鐵
動
の
«
幅

味_

小.
.
で.
■あ

を

の

«
«
が
外
國
の

金

ギ

位

の
㈣
 

«

化
對
し
て
平
準
を

®

つ
ど
.

^
ふ
同
一
の

_

的
を
：達
す
：る

爲

代

：金

を

：以
：て

す

る

ょ
.C

V

も
遥
：か
‘
 

k

多
額

' 
の
金
爲
：替
ぢ
必

.
要

W

す
る
の
で
あ
る
。

而：し

.

て
る
の
，缺

_

は
、次
ド

*

^

る
園
內
：通

.
貨」 

w

の
關
係

k:
於

I/
'

て
E

れ
一
層

®

し
い

も
の

く
し

岑
れ
：.
で
“
ゐ
.る

-0. 

.

n.) .

次
^

通

貨

：の

伸

縮

性

と

沄

ふ

励
T

み
«

察

す

る

。
，
，

旣

k

前
猶

k

詳
述
し
た

f

、金
本 

i
 

"
ii
c

R

方

b

る
通

t

fe
J

は

:l
i[
ハ' 
發
行
客
の
意
思

k

依
ら
ず
、金

k

制
約
せ
ら
る
ゝ
の
で
お
る
、
 

こ
の
寒
は

1

般
^

金

0 .,
_

働
的
通
貨
統

'
制
ス
は
通
食

.
の：自
働
的
伸
：縮

.
等
？
«

せ
'ら
る
、
。
斯 

る
金
の
職
能
は
貨

*

偾.
値
を
ょ

.
く
對
內
的

^

も；對
外
的

^

も
安
定
：せ

し
ir
る
も
の
で
あ
る

ビ
 

I t
れ
ば
、金
本
位
制
度
に
於

S

て.

は
金
の

®

雄
の
.營
ま
る

 

>
 儘

：
ド

放

：
住

し

て

差

：
支

な

さ

も

.

の
' 

> 

如

く
^

考

へ

ら

る

、
、が.
併

し

事

の

眞

相

は

：、決O
.

て
f

?

で
：な
いo

.

金

本

位

制

度
^

於

い

て

'も 

金
が
順
調

^
其
職
能
を
發
探
し

.得
ん

.が
爲
ド
は
、乙
の
制

‘度
^

«實
k
.支
持
す
る
の
要
が

冷
4

 

故

^
關
係
中
央
機
關
は
乙
の
制
度
の
支
持
を
危
殆
な
ら
し
む
る

乙

ど
例
へ
ば
金

k
對
す
る
外 

條
の
収
利
が
發
生
_

》

傘
準
備
に
著
し

ぃ

減
却
を
',來

b

た：如
♦
場

合
：
^

は
、適
楊
の
方
策
を

採
：ら 

な
け
れ
ば
な
ら

’なs

。
而
し
て
乙
の
方
策
の
主
要
な
も
の
は
中

央

«
行
の
伽
引
政

策

で
ぁ
る 

が
获
で
は

乙

の
制
度
支

.持
の
方
而
は
姑
ら
く

m
ll
y
k
:附す
る
.。

餅
^

妒
摘
し
た
所
で
あ
る
が
金
の
通
貨
制
約
の
完
全

^

行
は
る
、
の
は
流
通
貨
幣
の
全
部

. 

力
金
貨
力
ら
成
る
か

(T
o
tale  

G
o

ld
u

m
lllr

lv
:

或
は
：を
れ
は
紙
幣
で
あ
つ
て
も
全
額
み
金 

.
準
妨
力

有

す
る
力

cvo
%

e
d
e
.ck

te

心o
ld

k
e
m

w
lu

n
g

)

何
れ
か
の
場
合
で
あ

.
る
。
：.
併

し

斯

る

制

埤

第
4
ナ

ニ

卷
2

四
二一 )

金
本
位
制
度
の
理
論
的
研_
究. 

第

卜̂

一
 

9

セ
：



第
二
十
二.卷.

C.1

四
ニ 
5

命
本
仪
制
度
の
现
論
的
研
究

 

笫

十

號「

m
八

は
一
般

k

行
は
る
所
で
は
な
く
、通
例
：は
金
、

k

據
ら
ぬ

0

0

も
發
；行
ホ
れ
、流

-)
1

化
附
さ
れ
.て
ゐ 

る
0

で
あ
る
か
ら
现

論

：
上
か
ら
言
へ
ば
、金

0
通
貨
：統

制

も

完

全

働
： .

的

：
で

は

な

く

、
制

"
限

さ
 

れ
た
意
味

^

於

S
て
存
す
る
の
で
あ
る
。

茲
R

於

S

 

V
、

乙
の
意
味

^

於
け
る
通
貨
統
制
が
、何
れ
の
形
：式の

.
金「

本
位
制
度
セ
於

>
 
て.
最. 

も
よ

C

起.
ぅ
^*
■る
.
力

V」

.
云
ふ

乙

ノ

€

力..
辟.

©
€

な.
.
る

,0
'

乙

の
' 
励⑴力
ら

.
«.

れ
，ば
....，
之
ン
を
最

'
も
' 
よ
く
.
保
，
 

證
す
る
も
の
は
金
貨

本
位
制

度
で

あ
る
。
即
.ち

金
貨
本

#:
iM
ff
i

い

て

％
fI
!

R

金

^
現
：送 

す
る
の
必
要
が
起
る

s
'
金
貨
が
直
接
流
通
場
裡
か
ら
流
出
す
る
か

(

殊
に
，外
國
金
貨
が
存
す
る 

場
：合

ド

は
理
論
：上
の
傘

_

發
勲
前

^

旣

k

流
出
.
：す
る

)

、或
は

'
中
央
，機

_

0

取
付
け
ら
れ
て
流
出 

す
る
。
前
の
場
合

R

は
も
れ
丈
流
通
貨
幣
査
を
減
少
し
、後
の
墩
合
：に
も
も
の
発
換

R

提
供
さ 

れ
た
紙
幣
额
が
流
通
場

«

が
ち
姿
を
消

.
し
、金
流
出

^

よ
ぅ
_

貨_

«

%

自.
働
的

^

調

'
節

せ

ら
 

る
、
。
而
し
て
流
：出
し

.
た
金

« -
及
び
金
塊
は
相

'
手
(1
|

化
於

S

て
直
.
ち
ビ
域
通

^

加
は
る

「

か
，成 

は
造
幣
周
に
輸
納

さ

れ
た
後

^

其
通
貨
數
量
を
增
加
し
，外
國

か

&
も

自
國

' 
貨
幣
 
'の
對
外
價
値 

を
金
：平
债

R
唆

で
引
上

C
る
を
助
く
る

の
で

ぁ

る > 

反

s

k
自

貨

幣

V0
«

値
.
が
相
對
的

'
 ̂

騰
：.
貴
し
た
時
は
、外
國
が
ら
流
入
し
た
金
は
結
局
雕
貨
數
：量
を
增
、加
す
る

#

^

外

l i
i

k

f t
る
自

S

金

貨

は逸
！！！

十

く®

來
し
て
直
ち

k

流
通
.
場
裡

^

?|
|
'
は

 ̂

V

の
：

p

あ

る

。

:

然
ら
ば

M

の
管
於
い
て
金
核
心
本
位
制
度

« :
如
何
：も
云

4

^

、金
蜱
本

_

制
：度
は
略
ぼ

，
乙
 

れ
k

近
き
效
果
を
擧
げ
得
る

.
，で
あ
ら
ぅ
。
即

+
0
貨
幣

の
0

外
價
.
«

が
：正
貨
輸

出

' 
0
 

^

到
達
す

. 

る
ミ
、金
は
中
央
機
關

k

取
#

け
ら
れ
て
外

H

R

流

出

；
：す

る

。

.

而.
し

で

其

金

，
^

相
應
す
る
通
貨

"
 

(

紙
幣
又
は
定
位
貨
幣

)

が
啦
央
機
關

k

囘

收

さ

れ

る

：
か
ら
，S

れ
'だ

け

通

；貨

S,

は
縮.
少

れ

る

0 

然

る
^

金

貨

本

位

制

度
^

於

い
.
て
は
：金

流

出

が

流

爾

場

禅

の

金

：«

を

以

て

行
'
は
一
れ
て
も
、も
れ 

丈
は
：通
貨
.
數

量

を

滅

：少

す

る
乙

ど 
> 

な
る
の
で
あ
る
が
、金

«

本
位
；酬
度

.̂
:

在
：つ
_

て
は
個
人

Tf. 

有
ょ
ダ
流
出
す
る
金
は
必
ず
し
も
通
貨

t

收.
：縮

'
し
乘
い

o :

故
ド
中
：
.
央
«

關
は

'
ぁ

ら

ゅ

る

傘

の

；
 

流
出

.̂

際
し
て

.
、精
，確
^

こ
れ

^

相
應
す
る

.
紙
*

又
は
定
位
貨
幣

.
を
流

»

か

ら
引
上

.
げ
な

I
げ
れ
：
 

ば

な

ら

ぬ

。

反
：對
k

金
の
流
入
す
る
場
合

_̂

は
：、金
#

本

ら

ば

麻

ち
R.

流
a

場
«

^

现
：は
：れ.
# 

ば
ば
通
貨
の
膨
脹
は
中
央
機
關

_
は
'
買
，入
れ
ら
れ
た
後

.
k:

M.
:

る
か
ら
、其

效

來

は

：幾 

>

も

の

？

言
a

得
ら
れ
ょ

5

0

而
し
て
中
央
機
關
：

.
は
流
：出

.
す

る

一

切

の

：金

 ̂

る
*.

貨

を

囘

收

す

る
R

當.
つ
て
、其_

濟
：上
：に

及
^

す
：結
：
.
果

の

如

何

ち

他
^

政
，
 

れ
k

反
す
る
べ
®
_

の.
在
'
否

如

何

：馨

無

視
.
し
深

け

れ

ば

な

：ら

ね

が

、他
.
方
流
出
'

C
1

四

ニ U
D

命
本
位
制
度
，の
理
論
的
研
究

 

笫
十
_ 

I

四
九

る

が

金

塊

な

•ら 

分
遲
く
锞
は
る

< 

精
：纖
^
相
常
す 

府
、
政
黨
等
の

)

こ
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四
U

S
命本付制度

.
Q
s
i
研
究：

B
t虢

一

H
Q

す
る
/
金

は

何

：等
：：の

障

碍

な

く
.
仕
向
國
の
通
：貨
を
膨
：

*

せ
し
ひ
ラ
ン
ス
ズ
火
ク
が
、金
：*
本

_ 

位
制
度
化
於
け
る
金
の
ヾ
職
能
が
外
國

^

對
し
.
て
は
：無

«

件
げ
、_
:
國
；̂
:

對
し
バ
て
は
條
件
附
で
あ
，
 

る
ビ
云
ふ
の
は
、此
故
で
あ
る
。

 

’

:

金
塊
本
位
制
度
れ
於
い
て
は
、幾
分
條
件
附

.
で
あ
る
，

R

も
せ
よ
移
*
す
る
も
の
が
金
で
あ
る 

か
ら
、金
貨
本
位
制
度

^

近
V
き
.效

果

が

攀

げ

得

ら

る 
> 

が
、金

爲

替

本

：位
：
_

ff
i

k

於

S

て
は
み
れ
：
 

が
猶
ほ
一
層
舞
件
附
で
あ
る
一

y
j

言
は
な
け
れ
ば
な

&

な

L r
o

即
ち
：之
：の：制
度

^

在
づ
.

て
は
、中
：
 

央
機
關
の
行
ふ
金
爲
替
の

.
寶
k

R

依
つ
て
通
：貨

«

量
が
調

.
節

3

れ
る
，
>

換
言
す
れ
ば
、金
は
金

. 

爲
替

(

墓

ふ

代

：现
者
を
し
て
通
貨
を
統
制
せ
し
む
る
の
で
あ

.
る
。
然
：る

k

傘
爲
替
は
投
資
：の
 

對
象
ど
な
る
か
ら
、金

.
の
移

®

ど
同

I

目
的

^

達

す

：る
爲
：k

は
：、言
，a

換
へ
，る

ど

代

理

者

が

：金
"の 

職
能
，を

盡

く

す

爲

ぶ

：は
®

例
金

t 
0

の
數
倍
多
額

•
の.
金.
爲
替
を
必
要
：，

S

ず
る
。：
從
ウ
て
そ
の 

投
資
の
目
的
物
ど
な
つ
：て
民
問

^

保

齊

さ

る

、
金
；爲

替

が

流

：出
入
；：し.V

も
、必
ず
し
も

i

M

M
 

f i
V
J
有
機
的
關
係

^

立
た
ぬ
。

又
仕
向
國

k

於
い
で
も
同

#.

で.
あ
：る

0

故
^

傘
の
：通
貨
統
制
：
 

の
效

'果
の
現
は
る
，、
の

.
は
、甚
だ
鈍

い.

ぐ

」

言
は
な

.
け
れ
ば
な
ら
な
い

o

併
し
中
.央
機
關
が
金
爲 

替
現
在
高

^

於
け
る
變
動

R

從
つ
て
通
貨
の
伸

.
縮

を

行

へ

ば

、右

の

效

：桌
.
は
；
.

1
層

迅

速

^

_

は

t
i
p
i
i

’

…

> 

卜
，..：：

-

れ
る
け
れ
ざ

.
吒
、.
金
爲
替
を
以

て
金.
移
.
動
'
の
0

的
を
達
す
る

.
：爲

k
:

は
余

®..
體
：の

數

«
.
多

油

を

必 

'要
、
、

」

す
る
こ
ど
前
述
の
如
く
で
あ

.
る
か
ら
、金
：爲

.
替
の
移
動
が

a

«

f t
i!
l

:
_h
k

及

ぼ

す

變

動

，は 

«

だ
急
激

.
な
る
も
の
が
ぁ
る
。

從

つ
て
內
國
經
濟

R

對
し
そ
、金
貨
、金

*:
、兩
本
位

.
制
度

k

於
：け 

'る
.
よP
も

1

段
有

#
な
反
動
を
與
.
へ
る
も
の

ぐ
し言
は
な
け
れ
ば
な
ら

な

い

2
弋
フ
ィ
ッ

セ

ソ
ゾ 

ク
％

、孝

爲

替

本

.位
，躺
度
.
の
、主

要

な

缺

g

一は、そ
れ
が
常
に
或
る
程
度
聋
で
乂
爲
的
制
度
た
る
こ 

V
J.

で

，
* }れ
が
爲
化
、狐
货

«

値
の
下
落
釔

-
避
：け
.
ん
ぞ
す
れ
：ぼ

.
嚴
重
な

#

.«
を
必

0

ビ
す
る
こ
ど 

セ
あ
る
ビ

V述
べ

V

居
る

5
>。 

.

.
思

ふ

^
、金

本

位

爐

_
が
其
附
隨
す
る
缺

®

k
 

•
も
拘
ら

.ず
多

#

^
1:
つ

.て

M

JT
J
せ
ら
れ
、又
一 

方

所

謂

：科

學

，的

本

位

制

度

，：の

提

案

'が
何
れ
の
國
化
も

*
.用：さ
る
、

^
ど
の

^
い
の
は
、®ド
ネ 

,幾
多

.

.の

3

*
ば

あ

：る
で
あ

-ら
ぅ
，が、其
理
由
の
一
が
人
爲
的
耍

«
,を
包

#
す
：：
る

.乙

ど

，の

徽

：

S

制〉 

度

が

事

.實
上
一

.層
：
よ

く

貨
«
價

値

0
安

定

^
期
す
る
を
得
る
ど
の
認

_

^
存
す
る
こ
は
、
疑
 

ひ
な
萏
所
で
あ
る
。

し
で
み
る
く
金
本
位
制
：度
の
各
：形
式
の
中
金
食
本

#:
制
度
が
、右
述
の
现
：
 

由
が

.
最
も
優

'秀

‘な
，
地

：
位

：を.占
む
：る
も
の
ど
，さ
れ

«
,け

.れ
ば
な
ら
ぬ
。

琴
し
を
の

_
度

f
e於 

い
戈
ば
、金
が
最
も
よ
く

’自

«
的
に
其

«•
能
を
營
，み
得
る
か
ら

..
で
あ
る
。

.：併
し
な
，が
ら
こ
：の
結

#

一—*
十
二
卷

c
®
M
3r.
>
:

金本
^
^&

の

，

理

論

的

研

^

第

十

號

ー

ー

把

ー
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金
本
佩
制
啤
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